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（表面） ※ 兼務校で作成 （ Ｐ 23 ）

（裏面） ※ 本務校が認定 （ Ｐ 24 ）
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◆

① （ Ｐ 32 ）

② （ Ｐ 33 ）

②短時間勤務者　 　【用意しておく書類】・【作成してもらう書類】

再任用職員　事務処理マニュアル
令和６年３月１日 改定版

作成書類一覧 等

①フルタイム勤務者　【用意しておく書類】・【作成してもらう書類】

①フルタイム勤務者　【提出書類】

服務／休暇等

年休の付与・繰り越し

②短時間勤務者　 　【提出書類】

「出勤簿」記入例

「服務整理簿」記入例

勤務態様／服務

辞令（例）

勤務態様／出張

短時間勤務職員の勤務割振り表（例）

短時間勤務者の勤務態様例 ※平成23年度作成のもの

「通勤届」記入例　　※ フルタイム勤務者は本務職員と同様の処理となる

給料・手当・控除金

通勤手当

通勤手当確認事項

本務校が作成・保管する書類　 ※ 兼務校がある場合

兼務職員に係る通勤手当算出票 （交通機関利用者用）

兼務職員の通勤手当（課税対象額）算出票 （交通用具使用者用）

兼務校が作成・提出する書類

兼務校認定経路確認票

短時間勤務
　　　【兼務なし】

交通機関利用者
（週３日勤務）

 回数券あり → 回数券なし

②
短時間勤務
　　　【兼務なし】

交通用具使用者
（週３日勤務）

①

柏市学校事務共同実施運営協議会

給料・手当・社会保険等

社会保険の適用　（共済組合・国民健康保険・年金等）

年金支給開始年齢と再任用上限年齢

雇用保険への加入について

互助会加入について

人事異動に関する手続き

人事異動関係書類（持参させる）等

「再任用職員の関係書類の送付について」　※ フルタイム勤務者

「再任用職員の関係書類の送付について」　※ 短時間勤務者

③
短時間勤務
　【本務校】※兼務あり

交通機関利用者
（週３日勤務）

 回数券あり → 回数券なし④
短時間勤務
　【兼務校】

⑤
短時間勤務
　【本務校】※兼務あり 交通用具使用者

（週３日勤務）
⑥

短時間勤務
　【兼務校】



分
類

時
期

作
成

書
類

名
等

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)
備

　
考

出
勤

簿

服
務

整
理

簿

研
修

承
認

簿
 ※

 事
務

職
員

・
栄

養
職

員
を

除
く

分
類

時
期

作
成

書
類

名
等

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)
備

　
考

給
与

関
係

給
料

等
の

口
座

振
込

申
出

書
し

ょ
む

２

【
「
給

与
口

座
画

面
」
か

ら
口

座
情

報
を

入
力

】
　

①
№

選
択

 ②
「
金

融
機

関
」
・
「
支

店
」
入

力
　

→
 決

定

【
「
口

座
情

報
画

面
」
】

　
①

「
区

分
」
選

択
 ②

「
口

座
番

号
」
入

力
 →

 確
定

　
【
添

付
書

類
】
　

①
『
通

帳
の

写
し

』
（
カ

ナ
表

示
面

の
コ

ピ
ー

）
　

　
　

　
　

　
　

　
 ※

 通
帳

が
な

け
れ

ば
カ

ー
ド

の
写

し

 ※
 口

座
１

を
登

録
す

る
と

、
自

動
的

に
「
給

与
は

口
座

１
に

全
額

振
込

」
及

び
「
旅

費
及

び
短

期
給

付
　

　
等

は
口

座
１

に
振

込
」
と

設
定

さ
れ

る
の

で
、

そ
の

ま
ま

登
録

す
る

か
、

口
座

２
等

の
追

加
を

行
う

　
　

　
（
「
給

与
口

座
画

面
」
 →

 「
給

与
振

込
」
 →

 「
振

込
詳

細
画

面
」
 →

 入
力

 →
 確

定
）

基
本

手
当

報
告

　
　

①
職

員
区

分
コ

ー
ド

Ⅱ
　

②
地

域
区

分
 ※

 職
員

区
分

２
適

用
年

月
日

／
職

員
の

区
分

コ
ー

ド
Ⅱ

／
地

域
手

当
率

コ
ー

ド
　

を
入

力

特
別

支
援

学
級

を
担

任
す

る
者

等
に

係
る

給
料

の
調

整
内

申
書

 ※
 特

別
支

援
学

級
担

任
の

場
合

の
み

　
　

　
　

　
　

給
料

の
調

整
額

適
用

年
月

日
／

給
料

の
調

整
額

コ
ー

ド
　

を
入

力

互
助

会
加

入
コ

ー
ド

報
告

（
退

会
・
加

入
）

個
人

情
報

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト
 ※

 必
ず

互
助

会
加

入
の

有
無

を
確

認
　

（
退

会
コ

ー
ド

は
「
０

」
・
加

入
コ

ー
ド

は
「
７

」
）

通
勤

届
 （

P
1
7
～

P
2
8
 参

照
）
 ※

 扶
養

手
当

・
住

居
手

当
は

支
給

対
象

外
　

通
勤

手
当

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト
 ※

 同
一

校
に

継
続

勤
務

で
あ

っ
て

も
毎

年
（
辞

令
ご

と
に

）
提

出
し

て
も

ら
う

 ※
 「

他
に

利
用

で
き

る
交

通
機

関
等

の
名

称
及

び
利

用
区

間
等

」
欄

に
も

記
入

し
て

も
ら

う

教
育

業
務

連
絡

指
導

手
当

実
績

簿
 ※

 該
当

者
の

み

教
員

特
殊

勤
務

手
当

実
績

簿
 ※

 該
当

者
の

み

時
間

外
勤

務
手

当
命

令
簿

時
間

外
勤

務
等

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト
 ※

 事
務

職
員

・
栄

養
職

員
の

み

税
金

関
係

給
与

所
得

者
の

扶
養

控
除

等
申

告
書

し
ょ

む
２

「
扶

養
控

除
等

画
面

」
よ

り
入

力
 ※

 被
扶

養
親

族
が

い
る

か
ど

う
か

の
確

認
を

雇
用

保
険

関
係

雇
用

保
険

被
保

険
者

資
格

取
得

届
　

 ※
 ５

日
以

内
に

教
育

事
務

所
へ

提
出

す
る

（
記

入
・
押

印
の

上
「
辞

令
（
写

し
）
」
を

添
付

　
　

　
し

て
提

出
　

→
　

折
り

曲
げ

✕
 !
!

 ※
 掛

金
は

毎
月

の
給

料
か

ら
差

し
引

か
れ

る
（
法

定
控

除
）

旅
費

の
口

座
振

込
申

出
書

　
　

　
　

　
（
※

『
給

料
等

の
口

座
振

込
申

出
書

』
が

旧
様

式
の

と
き

）
「
給

与
口

座
画

面
」
よ

り
入

力
 ※

 「
給

与
口

座
画

面
」
 →

 「
給

与
振

込
」
 →

 「
振

込
詳

細
画

面
」
 →

 入
力

 →
 確

定

公
務

に
使

用
す

る
自

家
用

自
動

車
等

登
録

・
取

消
申

請
書

【
旅

費
シ

ス
テ

ム
】
　

自
家

用
車

登
録

 ※
 該

当
者

（
出

張
で

自
家

用
車

を
使

う
人

）
の

み
　

　
【
添

付
書

類
】
　

　
①

運
転

免
許

証
（
表

・
裏

と
も

）
　

　
②

自
動

車
検

査
証

　
　

　
（
コ

ピ
ー

）
　

  
③

自
動

車
損

害
賠

償
責

任
保

険
証

明
書

　
　

④
任

意
保

険
保

険
証

１
．

再
任

用
職

員
　

作
成

書
類

一
覧

　
　

①
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

者

　
　

【
用

意
し

て
お

く
書

類
】

新
給

与
シ

ス
テ

ム
・
し

ょ
む

２
等

入
力

（
作

成
書

類
名

）

服
務

関
係

前
年

度
末

ま
で

に
（
３

月
中

）

　
　

【
作

成
し

て
も

ら
う

書
類

】

手
当

関
係

給
与

シ
ス

テ
ム

基
本

手
当

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト

給
与

シ
ス

テ
ム

日
額

特
殊

勤
務

手
当

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト

旅
費

関
係

新
給

与
シ

ス
テ

ム
・
し

ょ
む

２
等

入
力

（
作

成
書

類
名

）

年
度

始
め

（
４

月
）

し
ょ

む
２

1



分
類

項
　

目
事

例
処

理
(チ

ェ
ッ

ク
)

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)
備

　
考

『
公

立
学

校
共

済
組

合
　

組
合

員
証

』

『
組

合
員

異
動

報
告

書
』

①
 『

国
民

年
金

３
号

被
保

険
者

関
係

届
』
 (

様
式

番
号

⑥
)

 ※
 該

当
者

の
み

　
→

　
『
資

格
取

得
日

』
は

『
再

任
用

さ
れ

た
日

』

②
 『

被
扶

養
者

の
基

礎
年

金
番

号
が

確
認

で
き

る
　

　
書

類
の

写
し

』
 ※

 基
礎

年
金

番
号

、
年

金
加

入
記

録
の

お
知

ら
せ

、
年

金
手

帳
、

ね
ん

き
ん

定
期

便
等

の
写

し
　

　
　

　
（
余

白
に

職
員

の
　

①
所

属
ｺ
ｰ

ﾄﾞ
・
②

氏
名

・
③

職
員

コ
ー

ド
　

を
記

載
す

る
）

◆
 家

族
を

扶
養

し
て

お
り

、
扶

養
手

当
を

受
給

し
て

い
る

と
き

『
令

和
５

年
度

末
人

事
異

動
に

伴
う

事
務

手
続

き
に

つ
い

て
（
通

知
）
』
の

 「
参

考
３

」
 を

参
照

し
、

「
支

給
要

件
を

満
た

し
て

い
る

か
」
必

ず
確

認
す

る

 ※
 取

消
事

由
（
就

職
、

所
得

超
過

、
配

偶
者

等
と

の
収

入
比

較
に

よ
る

主
た

る
扶

養
義

務
者

の
　

　
変

更
等

）
が

発
生

し
た

場
合

は
、

検
認

時
ま

で
待

た
ず

に
、

速
や

か
に

認
定

取
消

の
手

続
き

　
　

を
す

る
こ

と

年
金

◆
 引

き
続

き
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

職
員

に
な

る
場

合
◆

 県
費

職
員

を
定

年
退

職
後

、
間

を
空

け
ず

に
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

職
員

　
 に

な
る

場
合

提
出

不
要

 ※
 『

年
金

改
定

請
求

書
』

は
提

出
し

な
い

①
 『

組
合

員
資

格
取

得
届

書
』
 (

様
式

番
号

④
)

②
 『

辞
令

の
写

し
』

②
 『

被
扶

養
者

認
定

・
取

消
申

告
書

』
 (

様
式

番
号

⑤
)

④
 『

個
人

番
号

記
入

用
紙

』
（
様

式
番

号
⑩

）

⑤
『
被

扶
養

者
の

基
礎

年
金

番
号

が
確

認
で

き
る

　
　

書
類

の
写

し
』

 ※
 基

礎
年

金
番

号
、

年
金

加
入

記
録

の
お

知
ら

せ
、

年
金

手
帳

、
ね

ん
き

ん
定

期
便

等
の

写
し

　
　

　
　

（
余

白
に

職
員

の
　

①
所

属
ｺ
ｰ

ﾄﾞ
・
②

氏
名

・
③

職
員

コ
ー

ド
　

を
記

載
す

る
）

⑥
 『

国
民

年
金

３
号

被
保

険
者

関
係

届
』
 (

様
式

番
号

⑥
)

◆
全

員
『
年

金
加

入
期

間
等

申
告

書
』
 (

様
式

番
号

⑮
)

◆
共

済
組

合
（
私

学
共

済
除

く
）
か

ら
老

齢
ま

た
は

障
害

の
年

金
を

受
給

し
　

て
い

る
職

員
『
年

金
受

給
権

者
再

就
職

届
書

』
 (

様
式

番
号

⑯
)

①
 『

組
合

員
証

回
収

報
告

書
』
 （

様
式

番
号

①
）

②
 『

組
合

員
証

』
・
『
被

扶
養

者
証

』
・
『
高

齢
受

給
者

証
』

　
　

・
『
特

定
疾

病
療

養
受

療
証

』
・
『
限

度
額

適
用

認
定

　
　

証
』
 等

 返
却

③
 『

資
格

喪
失

証
明

（
願

）
書

』
 （

様
式

番
号

③
）

④
 『

組
合

員
証

回
収

報
告

書
』
の

写
し

 又
は

　
　

『
退

職
す

る
こ

と
が

わ
か

る
辞

令
』
の

写
し

⑤
 『

返
信

用
封

筒
』

　
　

　
（
長

３
サ

イ
ズ

・
8
4
円

切
手

貼
付

・
宛

名
明

記
）

年
金

◆
退

職
す

る
全

て
の

職
員

対
象

者
の

状
況

に
応

じ
て

必
要

な
書

類
を

送
付

す
る

 ※
 該

当
者

が
い

る
場

合
、

年
金

班
へ

連
絡

す
る

◆
全

て
の

再
任

用
職

員
　

　
　

　
　

　
（
加

入
の

有
・
無

、
フ

ル
タ

イ
ム

、
短

時
間

勤
務

に
限

ら
ず

）
提

出
『
互

助
コ

ー
ド

』
の

確
認

 ※
 加

入
を

希
望

す
る

・
・
・
『
７

』
　

加
入

を
希

望
し

な
い

・
・
・
『
０

』
　

を
入

力
す

る
　

　
　

　
　

　
　

　
　

【
互

助
団

体
適

用
年

月
日

】
　

4
/
1
 （

年
度

の
初

日
）

◆
加

入
希

望
者

 【
県

費
職

員
】
 　

（
月

額
会

費
　

：
　

3
,0

0
0
円

）
提

出
『
一

般
財

団
法

人
 千

葉
県

公
立

学
校

教
職

員
互

助
会

 加
入

申
込

書
（
原

票
）
』

 ※
 給

与
シ

ス
テ

ム
へ

の
登

録
が

必
要

　
　

　
　

　
　

　
（
①

 互
助

団
体

適
用

年
月

日
 『

4
/
1
』
　

②
 互

助
コ

ー
ド

 『
７

』
　

を
入

力
）

◆
加

入
を

希
望

し
な

い
者

提
出

不
要

 ※
 給

与
シ

ス
テ

ム
へ

の
登

録
が

必
要

　
　

（
互

助
コ

ー
ド

 『
０

』
 を

入
力

）

互
助

会
◆

再
任

用
職

員
が

　
『
再

任
用

終
了

』
　

と
な

る
と

き
提

出
『
退

会
届

』
 ※

 給
与

シ
ス

テ
ム

へ
の

登
録

が
必

要
　

　
（
互

助
コ

ー
ド

 『
０

』
 を

入
力

）

再
任

用
先

の
所

属
か

ら
提

出

再
任

用
先

の
所

属
か

ら
提

出

（
３

）
再

任
用

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
職

員
を

退
職

す
る

場
合

（
２

）
短

時
間

勤
務

職
員

か
ら

、
再

任
用

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
職

員
に

な
る

場
合

 　
　

退
職

後
、

間
を

あ
け

て
か

ら
再

任
用

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
職

員
に

な
る

場
合

組
合

員
証

◆
 被

扶
養

者
の

認
定

を
受

け
る

と
き

 ※
 ③

か
ら

⑤
の

３
点

を
ク

リ
ッ

プ
等

で
確

実
に

止
め

、
１

人
分

ず
つ

を
１

セ
ッ

ト
に

し
て

送
付

す
る

◆
『
資

格
喪

失
証

明
書

』
の

発
行

を
希

望
す

る
職

員

提
出

書
類

等

組
合

員
証

◆
 2

0
歳

以
上

6
0
歳

未
満

の
配

偶
者

が
、

引
き

続
き

被
扶

養
者

の
認

定
を

　
 受

け
る

と
き

提
出

不
要

再
任

用
先

の
所

属
か

ら
提

出

退
職

し
た

所
属

か
ら

提
出

組
合

員
証

（
１

）
定

年
退

職
後

、
再

任
用

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
職

員
に

な
る

場
合

◆
２

０
歳

以
上

６
０

歳
未

満
の

配
偶

者
が

被
扶

養
者

の
認

定
を

受
け

る
と

き

年
金

互
助
会

共
済

組
合

　 　
　

【
提

出
書

類
】
　

　
※

　
R

6
.2

.2
7
付

　
教

福
第

5
1
1
号

・
公

立
千

第
3
2
6
号

・
千

公
互

第
5
5
号

　
 

『
令

和
5
年

度
末

人
事

異
動

に
伴

う
事

務
手

続
き

に
つ

い
て

（
通

知
）
』 
　

よ
り

　
　

（
最

新
の

通
知

を
確

認
す

る
こ

と
！

！
）

 ※
 組

合
員

番
号

が
変

わ
ら

な
い

の
で

、
現

職
時

の
『
組

合
員

証
』
を

引
き

続
き

使
用

す
る

 ※
 『

資
格

取
得

日
』
は

『
再

任
用

さ
れ

た
日

』

給
与

シ
ス

テ
ム

 ※
 退

職
後

に
、

引
き

続
き

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
職

員
と

な
る

も
の

以
外

の
職

員
は

提
出

2



分
類

時
期

作
成

書
類

名
等

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)
備

　
考

出
勤

簿

服
務

整
理

簿

研
修

承
認

簿
 ※

 事
務

職
員

・
栄

養
職

員
を

除
く

人
事

関
係

年
度

初
め

（
４

月
）

勤
務

時
間

割
振

り
表

　
（
例

：
P

8
）

 ※
 本

務
校

で
年

度
始

め
に

作
成

し
、

兼
務

校
に

も
渡

す

分
類

時
期

作
成

書
類

名
等

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)
備

　
考

給
与

関
係

給
料

等
の

口
座

振
込

申
出

書
し

ょ
む

２

【
「
給

与
口

座
画

面
」
か

ら
口

座
情

報
を

入
力

】
　

①
№

選
択

 ②
「
金

融
機

関
」
・
「
支

店
」
入

力
　

→
 決

定

【
「
口

座
情

報
画

面
」
】

　
①

「
区

分
」
選

択
 ②

「
口

座
番

号
」
入

力
 →

 確
定

　
【
添

付
書

類
】
　

①
『
通

帳
の

写
し

』
（
カ

ナ
表

示
面

の
コ

ピ
ー

）
　

　
　

　
　

　
　

　
 ※

 通
帳

が
な

け
れ

ば
カ

ー
ド

の
写

し

 ※
 口

座
１

を
登

録
す

る
と

、
自

動
的

に
「
給

与
は

口
座

１
に

全
額

振
込

」
及

び
「
旅

費
及

び
短

期
給

付
　

　
等

は
口

座
１

に
振

込
」
と

設
定

さ
れ

る
の

で
、

そ
の

ま
ま

登
録

す
る

か
、

口
座

２
等

の
追

加
を

行
う

　
　

　
（
「
給

与
口

座
画

面
」
 →

 「
給

与
振

込
」
 →

 「
振

込
詳

細
画

面
」
 →

 入
力

 →
 確

定
）

基
本

手
当

報
告

　
　

①
職

員
区

分
コ

ー
ド

Ⅱ
　

②
地

域
区

分
 ※

 職
員

区
分

２
適

用
年

月
日

／
職

員
の

区
分

コ
ー

ド
Ⅱ

／
地

域
手

当
率

コ
ー

ド
　

を
入

力

特
別

支
援

学
級

を
担

任
す

る
者

等
に

係
る

給
料

の
調

整
内

申
書

 ※
 特

別
支

援
学

級
担

任
の

場
合

の
み

　
　

　
　

　
　

給
料

の
調

整
額

適
用

年
月

日
／

給
料

の
調

整
額

コ
ー

ド
　

を
入

力

互
助

会
加

入
コ

ー
ド

報
告

（
退

会
・
加

入
）

個
人

情
報

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト
 ※

 必
ず

互
助

会
加

入
の

有
無

を
確

認
　

（
退

会
コ

ー
ド

は
「
０

」
・
加

入
コ

ー
ド

は
「
７

」
）

通
勤

届
 （

P
1
7
～

P
2
8
 参

照
）
 ※

 扶
養

手
当

・
住

居
手

当
は

支
給

対
象

外
　

通
勤

手
当

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト
 ※

 同
一

校
に

継
続

勤
務

で
あ

っ
て

も
毎

年
（
辞

令
ご

と
に

）
提

出
し

て
も

ら
う

 ※
 「

他
に

利
用

で
き

る
交

通
機

関
等

の
名

称
及

び
利

用
区

間
等

」
欄

に
も

記
入

し
て

も
ら

う

教
育

業
務

連
絡

指
導

手
当

実
績

簿
 ※

 該
当

者
の

み

教
員

特
殊

勤
務

手
当

実
績

簿
 ※

 該
当

者
の

み

時
間

外
勤

務
手

当
命

令
簿

時
間

外
勤

務
等

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト
 ※

 事
務

職
員

・
栄

養
職

員
の

み

税
金

関
係

給
与

所
得

者
の

扶
養

控
除

等
申

告
書

し
ょ

む
２

「
扶

養
控

除
等

画
面

」
よ

り
入

力
 ※

 被
扶

養
親

族
が

い
る

か
ど

う
か

の
確

認
を

雇
用

保
険

関
係

短
時

間
勤

務
で

は
、

雇
用

保
険

に
は

加
入

し
な

い

旅
費

の
口

座
振

込
申

出
書

　
　

　
　

　
（
※

『
給

料
等

の
口

座
振

込
申

出
書

』
が

旧
様

式
の

と
き

）
「
給

与
口

座
画

面
」
よ

り
入

力
 ※

 「
給

与
口

座
画

面
」
 →

 「
給

与
振

込
」
 →

 「
振

込
詳

細
画

面
」
 →

 入
力

 →
 確

定

公
務

に
使

用
す

る
自

家
用

自
動

車
等

登
録

・
取

消
申

請
書

【
旅

費
シ

ス
テ

ム
】
　

自
家

用
車

登
録

 ※
 該

当
者

（
出

張
で

自
家

用
車

を
使

う
人

）
の

み
　

　
【
添

付
書

類
】
　

　
①

運
転

免
許

証
（
表

・
裏

と
も

）
　

　
②

自
動

車
検

査
証

　
　

　
（
コ

ピ
ー

）
　

  
③

自
動

車
損

害
賠

償
責

任
保

険
証

明
書

　
　

④
任

意
保

険
保

険
証

し
ょ

む
２

新
給

与
シ

ス
テ

ム
・
し

ょ
む

２
等

入
力

（
作

成
書

類
名

）

年
度

始
め

（
４

月
）

手
当

関
係

給
与

シ
ス

テ
ム

基
本

手
当

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト

給
与

シ
ス

テ
ム

日
額

特
殊

勤
務

手
当

報
告

プ
ル

ー
フ

リ
ス

ト

旅
費

関
係

１
．

再
任

用
職

員
　

作
成

書
類

一
覧

　
　

②
短

時
間

勤
務

者

　
　

【
用

意
し

て
お

く
書

類
】

新
給

与
シ

ス
テ

ム
・
し

ょ
む

２
等

入
力

（
作

成
書

類
名

）

服
務

関
係

前
年

度
末

ま
で

に
（
３

月
中

）

　
　

【
作

成
し

て
も

ら
う

書
類

】
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分
類

項
　

目
事

例
処

理
(チ

ェ
ッ

ク
)

処
理

(チ
ェ

ッ
ク

)
備

　
考

『
任

意
継

続
組

合
員

申
出

書
』

『
組

合
員

異
動

報
告

書
』

①
 『

国
民

年
金

３
号

被
保

険
者

関
係

届
』
 (

様
式

番
号

⑥
)

 ※
 該

当
者

の
み

　
→

　
『
資

格
取

得
日

』
は

『
再

任
用

さ
れ

た
日

』

②
 『

被
扶

養
者

の
基

礎
年

金
番

号
が

確
認

で
き

る
　

　
書

類
の

写
し

』
 ※

 基
礎

年
金

番
号

、
年

金
加

入
記

録
の

お
知

ら
せ

、
年

金
手

帳
、

ね
ん

き
ん

定
期

便
等

の
写

し
　

　
　

　
（
余

白
に

職
員

の
　

①
所

属
ｺ
ｰ

ﾄﾞ
・
②

氏
名

・
③

職
員

コ
ー

ド
　

を
記

載
す

る
）

◆
 家

族
を

扶
養

し
て

お
り

、
扶

養
手

当
を

受
給

し
て

い
る

と
き

『
令

和
５

年
度

末
人

事
異

動
に

伴
う

事
務

手
続

き
に

つ
い

て
（
通

知
）
』
の

 「
参

考
３

」
 を

参
照

し
、

「
支

給
要

件
を

満
た

し
て

い
る

か
」
必

ず
確

認
す

る

 ※
 取

消
事

由
（
就

職
、

所
得

超
過

、
配

偶
者

等
と

の
収

入
比

較
に

よ
る

主
た

る
扶

養
義

務
者

の
　

　
変

更
等

）
が

発
生

し
た

場
合

は
、

検
認

時
ま

で
待

た
ず

に
、

速
や

か
に

認
定

取
消

の
手

続
き

　
　

を
す

る
こ

と

年
金

 →
✕

本
人

か
ら

提
出

①
 『

任
意

継
続

組
合

員
証

・
任

意
継

続
組

合
員

　
　

　
　

　
被

扶
養

者
証

 記
載

事
項

変
更

申
告

書
』

 ※
 様

式
は

 『
ゆ

と
り

』
 で

確
認

①
 『

任
意

継
続

組
合

員
資

格
喪

失
申

出
書

』
　

　
　

（
任

意
継

続
掛

金
還

付
請

求
書

）
 ※

 様
式

は
 『

ゆ
と

り
』
 で

確
認

②
 『

組
合

員
証

』
・
『
被

扶
養

者
証

』
・
『
高

齢
受

給
者

証
』

　
　

・
『
特

定
疾

病
療

養
受

療
証

』
・
『
限

度
額

適
用

認
定

　
　

証
』
 等

 返
却

◆
資

格
喪

失
後

の
期

間
の

掛
金

を
払

い
込

ん
で

い
る

場
合

 （
還

付
請

求
）

 ※
 ①

と
同

じ
様

式
の

下
の

欄
を

記
入

し
て

提
出

す
る

◆
『
任

意
継

続
組

合
員

資
格

喪
失

証
明

書
』
の

発
行

を
希

望
す

る
職

員
 ※

 必
要

な
人

に
は

『
任

意
継

続
組

合
員

資
格

喪
失

証
明

書
』
が

発
行

さ
れ

る
 ※

 国
民

健
康

保
険

に
加

入
す

る
際

に
持

参
し

て
、

市
区

町
村

の
国

民
健

康
保

険
担

当
課

で
加

入
　

　
手

続
き

を
行

う

年
金

 →
✕

◆
全

て
の

再
任

用
職

員
　

　
　

　
　

　
（
加

入
の

有
・
無

、
フ

ル
タ

イ
ム

、
短

時
間

勤
務

に
限

ら
ず

）
提

出
『
互

助
コ

ー
ド

』
の

確
認

 ※
 加

入
を

希
望

す
る

・
・
・
『
７

』
　

加
入

を
希

望
し

な
い

・
・
・
『
０

』
　

を
入

力
す

る
　

　
　

　
　

　
　

　
　

【
互

助
団

体
適

用
年

月
日

】
　

4
/
1
 （

年
度

の
初

日
）

提
出

『
一

般
財

団
法

人
 千

葉
県

公
立

学
校

教
職

員
互

助
会

 加
入

申
込

書
（
原

票
）
』

 ※
 給

与
シ

ス
テ

ム
へ

の
登

録
が

必
要

　
　

　
　

　
　

　
（
①

 互
助

団
体

適
用

年
月

日
 『

4
/
1
』
　

②
 互

助
コ

ー
ド

 『
７

』
　

を
入

力
）

◆
資

格
取

得
届

出
書

◆
被

扶
養

者
（
認

定
・
取

消
）
届

出
書

 ※
 『

国
民

健
康

保
険

』
加

入
の

場
合

は
認

定
不

可

◆
加

入
を

希
望

し
な

い
者

提
出

不
要

 ※
 給

与
シ

ス
テ

ム
へ

の
登

録
が

必
要

　
　

（
互

助
コ

ー
ド

 『
０

』
 を

入
力

）

提
出

①
『
届

出
事

項
変

更
届

出
書

』

提
出

②
『
被

扶
養

者
（
認

定
・
取

消
）
届

出
書

』
　

※
１

 ※
１

 健
康

保
険

証
（
共

済
組

合
、

社
会

保
険

等
）
の

被
扶

養
者

が
「
有

」
の

場
合

に
提

出
が

必
要

◆
届

出
事

項
を

変
更

す
る

場
合

提
出

『
届

出
事

項
変

更
届

出
書

』

◆
共

済
組

合
、

社
会

保
険

等
 →

 国
民

健
康

保
険

に
切

り
替

え
た

場
合

提
出

『
被

扶
養

者
（
認

定
・
取

消
）
届

出
書

』
　

※
２

 ※
２

 国
民

健
康

保
険

に
は

扶
養

の
概

念
が

な
い

た
め

、
被

扶
養

者
認

定
を

継
続

す
る

事
が

で
き

  
  

 な
い

　
→

　
認

定
さ

れ
て

い
る

被
扶

養
者

が
い

る
場

合
は

、
取

消
の

届
出

が
必

要

◆
再

任
用

職
員

が
　

『
再

任
用

終
了

』
　

と
な

る
と

き
提

出
『
退

会
届

』
 ※

 給
与

シ
ス

テ
ム

へ
の

登
録

が
必

要
　

　
（
互

助
コ

ー
ド

 『
０

』
 を

入
力

）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
互

助
団

体
適

用
年

月
日

】
　

4
/
1
 （

年
度

の
初

日
）

互
助

会

互
助

会

◆
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

 →
 短

時
間

勤
務

に
変

更
し

た
場

合

再
任

用
先

の
所

属
か

ら
提

出

本
人

か
ら

提
出

（
２

）
住

所
及

び
氏

名
の

変
更

が
あ

る
場

合

短
時

間
勤

務
の

継
続

会
員

給
与

シ
ス

テ
ム

（
３

）
『
任

意
継

続
組

合
員

』
資

格
を

失
っ
た

場
合

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
任

意
継

続
加

入
か

ら
２

年
を

経
過

し
た

等
）

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
※

 『
ゆ

と
り

』
 参

照

組
合

員
証

◆
加

入
希

望
者

 【
県

費
職

員
】
 　

（
月

額
会

費
　

：
　

3
,0

0
0
円

）

③
 『

任
意

継
続

組
合

員
資

格
喪

失
申

出
書

』
　

　
　

（
任

意
継

続
掛

金
還

付
請

求
書

）

　 　
　

【
提

出
書

類
】
　

　
※

　
R

6
.2

.2
7
付

　
教

福
第

5
1
1
号

・
公

立
千

第
3
2
6
号

・
千

公
互

第
5
5
号

　
 

『
令

和
5
年

度
末

人
事

異
動

に
伴

う
事

務
手

続
き

に
つ

い
て

（
通

知
）
』 
　

よ
り

　
　

（
最

新
の

通
知

を
確

認
す

る
こ

と
！

！
）

提
出

書
類

等

（
１

）
定

年
退

職
後

、
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
と

な
り

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

『
任

意
継

続
組

合
員

』
を

希
望

す
る

場
合

退
職

し
た

所
属

か
ら

提
出

 ※
 組

合
員

番
号

が
変

わ
ら

な
い

の
で

、
現

職
時

の
『
組

合
員

証
』
を

引
き

続
き

使
用

す
る

 ※
 『

資
格

取
得

日
』
は

『
再

任
用

さ
れ

た
日

』
 ※

 4
0
～

6
4
歳

の
人

は
、

掛
金

に
介

護
保

険
分

も
加

算
さ

れ
る

共
済

組
合

※
 国

民
健

康
保

険
　

加
入

者
は

不
要

組
合

員
証

◆
 2

0
歳

以
上

6
0
歳

未
満

の
配

偶
者

が
、

引
き

続
き

被
扶

養
者

の
認

定
を

　
 受

け
る

と
き
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２．勤務態様／服務等

　【再任用職員の辞令】

〇〇　〇〇

辞　　　　　令

　（氏　　　名）

千葉県柏市公立学校教員に再任用する

千葉県柏市立カシワニ小学校 教諭 （４週間当たり７７時間３０分

勤務とする　　 ただし１週間当たり２０時間を超えないものと

する） に補する

教育職（二） ２級に決定する　　〇〇〇，〇〇〇円を給する

任用の期間は 令和３年４月１日 から 令和４年３月３１日

までとする

兼ねて千葉県柏市立チーバ小学校勤務を命ずる

任用の期間は令和３年４月１日から令和４年３月３１日

までとする

　（発令事項）

　（発令事項）

千葉県柏市公立学校教員に再任用する

千葉県柏市立 カシワニ小学校 教諭 に補する

教育職（二）２級に決定する　　〇〇〇，〇〇〇円を給する

辞　　　　　令
　（氏　　　名）

〇〇　〇〇

前年度の在籍校から送付された【履歴書写し】または【人事カード】に、

辞令の発令事項を記載する。

（履歴書の原本は、退職した学校で保管する）

兼務がある場合は、兼務校が記載される

再任用フルタイム

再任用短時間勤務

5



初任者研修指導教員

（＋校外初任者研修の後補充）

【初任者研修指導教員 以外】

　　小学校専科　 少人数指導教員
　　中学校の教科指導教員
　　　　（中学校増置教員）

７時間４５分

【１５５時間】

７時間４５分×２０日 【週３日 例】
　(３日×４週＝１２日)
　　７時間４５分×８日
　　３時間５０分×２日
　　３時間５５分×２日

【週４日 例】　　　　　　　　　【週５日 例】
　(４日×４週＝１６日）　　　(５日×４週＝２０日)
　　５時間５０分×６日　　　　３時間５５分×１０日
　　５時間４５分×２日　　　　３時間５０分×１０日
　　３時間５５分×４日
　　３時間５０分×４日

業務に
関わること ○

初任者研修に関わる
出張のみ可

○

校外学習
（日帰り） ○ ✕　（業務内容が異なる）

割り振られた勤務時間を
超えない範囲であれば可能

校外学習
（泊を伴う） ○ ✕　（業務内容が異なる） ✕

出
 
 

張

１日の
勤務時間

【７７時間３０分】　　（１５５時間✕１／２）

４週間の
勤務時間

　『週３～５日勤務』
 　※ １週間当たり２０時間以内

　　【例１】　『週３日勤務』

　　　　【７時間４５分】✕２日
　　　　　　　　＋【３時間５０分】✕１日
 　　　　（ｏｒ　＋【３時間５５分】✕１日）

　　【例２】　『週３日勤務』

　　　　【７時間４５分】✕１日
　　　　　　　　＋【５時間５０分】✕１日
　　　　　　　　＋【５時間４５分】✕１日
 　　　　（ｏｒ　＋【５時間５０分】✕１日）

　　【例３】　『週４日勤務』

　　　　【４時間５０分】✕３日
　　　　　　　　＋【４時間５０分】✕１日
 　　　　（ｏｒ　＋【４時間５５分】✕１日）

　　【例４】　『週５日勤務』

　　　　【３時間５０分】✕２日
　　　　　　　　＋【３時間５５分】✕２日
　　　　　　　　＋【３時間５０分】✕１日
 　　　　（ｏｒ　＋【３時間５５分】✕１日）

　 『週３日勤務』
   ※１週間当たり２０時間以内

　　※　小学校は『水曜日』は７時間
　　　　　４５分勤務（中学校は指定し
　　　　　ない）とする

　　※　初任者が校外研修の週には
　　　　　『後補充』として勤務する

　　※　中学校は校外研修日に勤務を
　　　　　入れない

　　※　【７時間４５分】✕２日
　　　　　　　　＋【３時間５０分】✕１日
 　　　　　ｏｒ　＋【３時間５５分】✕１日

　　　　（　）内は４週間のうちの２週分の
　　　　勤務時間

『週５日勤務』
↓

【３８時間４５分】

（７時間４５分✕５日）

１週間の
勤務時間

　【勤務態様／出張】

再任用フルタイム

再任用短時間勤務（ハーフ）

※　勤務する学校のカリキュラム計画により校長が決定する
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に
応
じ
，
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町
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育
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が
定
め
る
。

 
 
 
 
 
＊
１
日
の
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務
時
間
が
６
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を
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る
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は
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の
休
憩
時
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を
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が
で
き
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。
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を
割
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ろ
う
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場
合
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当
該
再
任
用
者
と
十
分
協
議
の
上
，
決
定
す
る
こ
と
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人
数

指
導

教
員

，
中

学
校

教
科

指
導

教
員

）
の

勤
務

態
様

例
 
　

　
※
平
成
２
３
年
度
資
料

 
 
 
 
 
４

週
あ

た
り

７
７

時
間

３
０

分
（

4
6
5
0
分

）
勤

務
と

す
る

。
た

だ
し

、
１

週
間

当
た

り
２

０
時

間
（

1
2
0
0
分

）
を

超
え

な
い

も
の

と
す

る
。

週
５
日
勤
務

週
４
日
勤
務

週
４
日
勤
務

週
３
日
勤
務

週
３
日
勤
務
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3
年

3
年

3
年

3
年

3
年

3
年

3
年

3
月

～
4

月
～

5
月

～
6

月
～

7
月

～
8

月
～

9
月

～
4

月
5

月
6

月
7

月
8

月
9

月
10

月

日
曜

時
間

分
日

曜
時
間

分
日

曜
時
間

分
日

曜
時
間

分
日

曜
時
間

分
日

曜
時
間

分
日

曜
時
間

分

2
8

日
2
5

日
2
3

日
2
0

日
1
8

日
1
5

日
1
2

日

2
9

月
2
6

月
2
4

月
2
1

月
1
9

月
1
6

月
1
3

月

3
0

火
7

4
5

2
7

火
7

4
5

2
5

火
7

4
5

2
2

火
7

4
5

2
0

火
7

4
5

1
7

火
7

4
5

1
4

火
7

4
5

3
1

水
7

4
5

2
8

水
7

4
5

2
6

水
7

4
5

2
3

水
7

4
5

2
1

水
7

4
5

1
8

水
7

4
5

1
5

水
7

4
5

1
木

3
5
0

2
9

木
3

5
0

2
7

木
3

5
0

2
4

木
3

5
0

2
2

木
3

5
0

1
9

木
3

5
0

1
6

木
3

5
0

2
金

3
0

金
2
8

金
2
5

金
2
3

金
2
0

金
1
7

金

3
土

1
7
1
4
0

1
土

1
7
1
4
0

2
9

土
1
7
1
4
0

2
6

土
1
7
1
4
0

2
4

土
1
7
1
4
0

2
1

土
1
7
1
4
0

1
8

土
1
7
1
4
0

4
日

2
日

3
0

日
2
7

日
2
5

日
2
2

日
1
9

日

5
月

3
月

3
1

月
2
8

月
2
6

月
2
3

月
2
0

月

6
火

7
4
5

4
火

7
4
5

1
火

7
4
5

2
9

火
7

4
5

2
7

火
7

4
5

2
4

火
7

4
5

2
1

火
7

4
5

7
水

7
4
5

5
水

7
4
5

2
水

7
4
5

3
0

水
7

4
5

2
8

水
7

4
5

2
5

水
7

4
5

2
2

水
7

4
5

8
木

3
5
5

6
木

3
5
5

3
木

3
5
5

1
木

3
5
5

2
9

木
3

5
5

2
6

木
3

5
5

2
3

木
3

5
5

9
金

7
金

4
金

2
金

3
0

金
2
7

金
2
4

金

1
0

土
1
7
1
4
5

8
土

1
7
1
4
5

5
土

1
7
1
4
5

3
土

1
7
1
4
5

3
1

土
1
7
1
4
5

2
8

土
1
7
1
4
5

2
5

土
1
7
1
4
5

1
1

日
9

日
6

日
4

日
1

日
2
9

日
2
6

日

1
2

月
1
0

月
7

月
5

月
2

月
3
0

月
2
7

月

1
3

火
7

4
5

1
1

火
7

4
5

8
火

7
4
5

6
火

7
4
5

3
火

7
4
5

3
1

火
7

4
5

2
8

火
7

4
5

1
4

水
7

4
5

1
2

水
7

4
5

9
水

7
4
5

7
水

7
4
5

4
水

7
4
5

1
水

7
4
5

2
9

水
7

4
5

1
5

木
3

5
0

1
3

木
3

5
0

1
0

木
3

5
0

8
木

3
5
0

5
木

3
5
0

2
木

3
5
0

3
0

木
3

5
0

1
6

金
1
4

金
1
1

金
9

金
6

金
3

金
1

金

1
7

土
1
7
1
4
0

1
5

土
1
7
1
4
0

1
2

土
1
7
1
4
0

1
0

土
1
7
1
4
0

7
土

1
7
1
4
0

4
土

1
7
1
4
0

2
土

1
7
1
4
0

1
8

日
1
6

日
1
3

日
1
1

日
8

日
5

日
3

日

1
9

月
1
7

月
1
4

月
1
2

月
9

月
6

月
4

月

2
0

火
7

4
5

1
8

火
7

4
5

1
5

火
7

4
5

1
3

火
7

4
5

1
0

火
7

4
5

7
火

7
4
5

5
火

7
4
5

2
1

水
7

4
5

1
9

水
7

4
5

1
6

水
7

4
5

1
4

水
7

4
5

1
1

水
7

4
5

8
水

7
4
5

6
水

7
4
5

2
2

木
3

5
5

2
0

木
3

5
5

1
7

木
3

5
5

1
5

木
3

5
5

1
2

木
3

5
5

9
木

3
5
5

7
木

3
5
5

2
3

金
2
1

金
1
8

金
1
6

金
1
3

金
1
0

金
8

金

2
4

土
1
7
1
4
5

2
2

土
1
7
1
4
5

1
9

土
1
7
1
4
5

1
7

土
1
7
1
4
5

1
4

土
1
7
1
4
5

1
1

土
1
7
1
4
5

9
土

1
7
1
4
5

6
8
5
7
0

6
8
5
7
0

6
8
5
7
0

6
8
5
7
0

6
8
5
7
0

6
8
5
7
0

6
8
5
7
0

6
8

9
3
0

6
8

9
3
0

6
8

9
3
0

6
8

9
3
0

6
8

9
3
0

6
8

9
3
0

6
8

9
3
0

時
間

分
時
間

分
時
間

分
時
間

分
時
間

分
時
間

分
時
間

分

7
7

3
0

7
7

3
0

7
7

3
0

7
7

3
0

7
7

3
0

7
7

3
0

7
7

3
0

○
：
午

前
出

張
、

◎
：
午

後
出

張
、

●
：
１

日
出

張
、

研
：
校

内
研

、
年

：
年

休
、

張
：
初

任
者

T
出

張

合
計

合
計

合
計

合
計

合
計

合
計

合
計

黄
：
ﾁ

ｰ
ﾊ

ﾞ小

◇
 短

時
間

勤
務

職
員

の
勤

務
時

間
割

振
り

表
（
例

）
 ◇

　
　

 ※
週

３
日

勤
務

・
兼

務
校

あ
り

【
短

時
間

勤
務

】
　

<
1
・
3
週

>
　

3
H

5
0
M

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
<
2
・
4
週

>
　

3
H

5
5
M

薄
緑

：
ｶ

ｼ
ﾜ

ﾆ
小

※
　

小
学

校
は

「
水

曜
日

」
に

「
７

時
間

４
５

分
勤

務
」
を

原
則

と
す

る
　

　
※

　
中

学
校

は
「
校

外
研

修
日

」
に

勤
務

を
設

定
し

な
い

　

１
週
間
当
た

り
「
20
時
間
」

を
超
え
な
い

よ
う
に
す
る

４
週
間
当
た
り
「
７
７
時
間
３
０
分
」

勤
務
と
な
る
よ
う
に
す
る
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　【服務／休暇等】　　※　年次休暇の繰り越しについては（ Ｐ10 ）を参照

再任用フルタイム 再任用短時間勤務（ハーフ）

土・日
土・日・勤務の割り振られていない日

（例：週３日勤務の場合は、週４日が週休日）

７時間４５分 ３時間４５以上　７時間４５分以下

退職から
引き続く
１年目

 【繰り越し】退職時の残日数 （最大２０日）
　　　　　　＋
 【今年度分】 ２０日

【繰り越し】退職時の残日数に応じた時数
　　　　　＋
【今年度分】 ７７時間３０分

２年目以降
 【繰り越し】前年度の繰り越し日時数 （最大２０日）
　　　　　　＋
 【今年度分】 ２０日

【繰り越し】前年度の繰り越し時数
　　　　　＋
【今年度分】 ７７時間３０分

取得単位
 退職前と同様
 （１日または１時間単位）

１時間単位
勤務日のすべてを休む場合は、勤務時間単位

累計方法

 退職前と同様
 時間単位で取得した休暇を日に換算する場合は、
 ７時間４５分をもって１日とする
 （例） ０．４＋０．５＝１．１．１５

時間を日に換算しない

（例） ０．４＋０．５＝０．９．０

夏季休暇  退職前と同様に６日取得できる
　　　※１日または半日単位で取得

退職前と同様に６日取得できる
　　※１日単位で取得
　　※７時間４５分勤務日のみ半日単位での取得可

リフレッ
シュ
休暇

 退職前と同様に取得できる
　　※勤続年数は、退職前と通算することができる

退職前と同様に取得できる
　　※勤続年数は、退職前と通算することができる

その他

 時間単位で取得した休暇を日に換算する場合は
 ７時間４５分をもって１日とする

時間単位で取得した休暇を日に換算する場合は、
一日の平均勤務時間をもって１日とする
（５分を最小単位とし、満たない端数は切り捨てた時間）

　　　　週３日　（６時間２５分＝１日）
　　　　週４日　（４時間５０分＝１日）
　　　　週５日　（３時間５０分＝１日）

※職員の勤務時間、休暇等に関する規則　第１８条１項

○ ○

○ ○

○ ○

○ ×

○ ○

× ×

× ×

× ×

× ×

部分休業
（育児部分休業）

自己啓発等休業

修学部分休業

高齢者部分休業

配偶者同行休業

※
　年休以外の休暇の
　累計方法

看護休暇

子育て部分休暇

育児休業

育児短時間勤務

 退職前と同様に取得できる

 時間単位で取得した休暇を日に換算する場合は、
 ７時間４５分をもって１日とする

退職前と同様に取得できる

　時間単位で取得した休暇を日に換算する場合は、
　一日の平均勤務時間をもって１日とする

１日の勤務時間

年次休暇

特別休暇

療養休暇

週休日
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前
年

度
か

ら
の

年
休

の
繰

越
一

週
間

の
勤

務
日

数
※

繰
越

時
間

数
 (

２
０

日
×

（
１

日
の

平
均

勤
務

時
間

）
)

今
年

度
付

与
さ

れ
る

年
休

取
得

可
能

な
年

休
　

※

　
　
１

日
の

平
均

勤
務

時
間

取
得

可
能

な
年

休
（
日

に
換

算
）

３
日

勤
務

　
２

０
日

×
（
（
7
7
時

間
3
0
分

÷
４

週
）
÷

３
日

）
　

　
＝

 　
2
0
×

((
(7

7
×

6
0
)+

3
0
)÷

4
)÷

3
)　

＝
　

2
0
✕

3
8
7
.5

　
＝

　
7
,7

5
0
分

　
＝

　
1
2
9
時

間
1
0
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
1
6
2
.5

2
0
6
時

間
4
0
分

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
3
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
3
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
3
 ＝

　
3
8
7
.5

分
　

　
　

　
　

　
　

　
（
6
時

間
2
7
分

3
0
秒

）

４
日

勤
務

　
２

０
日

×
（
（
7
7
時

間
3
0
分

÷
４

週
）
÷

４
日

）
　

　
＝

 　
2
0
×

((
(7

7
×

6
0
)+

3
0
)÷

4
)÷

4
)　

＝
　

2
0
✕

2
9
0
.6

2
5
　

≒
　

5
,8

1
3
分

　
＝

　
9
6
時

間
5
3
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
1
6
2
.5

　
　

　
　

　
　

　
　

　
※

 秒
単

位
の

端
数

は
繰

り
上

げ
1
7
4
時

間
2
3
分

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
4
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
4
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
4
 ＝

　
2
9
0
.6

2
5
分

　
　

　
　

　
　

　
（
4
時

間
5
0
分

3
7
.5

秒
）

５
日

勤
務

　
２

０
日

×
（
（
7
7
時

間
3
0
分

÷
４

週
）
÷

５
日

）
　

　
＝

 　
2
0
×

((
(7

7
×

6
0
)+

3
0
)÷

4
)÷

5
)　

＝
　

2
0
✕

2
3
2
.5

　
＝

　
4
,6

5
0
分

　
＝

　
7
7
時

間
3
0
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
1
6
2
.5

1
5
5
時

間

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
5
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
5
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
5
 ＝

　
2
3
2
.5

分
　

　
　

　
　

　
　

（
3
時

間
5
2
分

3
0
秒

）

繰
り

越
し

が
2
0
日

未
満

の
場

合
３

日
勤

務

　
【
例

】
　

１
９

日
×

（
（
7
7
時

間
3
0
分

÷
４

週
）
÷

３
日

）
　

　
　

　
　

＝
 　

1
9
×

((
(7

7
×

6
0
)+

3
0
)÷

4
)÷

3
)　

＝
　

1
9
✕

3
8
7
.5

　
≒

　
7
,3

6
3
分

　
＝

　
1
2
2
時

間
4
3
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
1
6
2
.5

　
 ※

　
年

休
の

繰
り

越
し

は
、

時
間

の
部

分
を

「
四

捨
五

入
」
に

し
て

計
算

し
て

「
日

」
に

換
算

す
る

　
　

　
　

　
【
例

】
 年

休
の

残
り

が
　

　
　

　
　

　
　

　
①

１
９

日
３

時
間

の
場

合
 →

 １
９

日
（
切

り
捨

て
）
　

②
１

９
日

４
時

間
の

場
合

 →
 ２

０
日

（
切

り
上

げ
）

2
0
0
時

間
1
3
分

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
3
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
3
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
3
 ＝

　
3
8
7
.5

分
　

　
　

　
　

　
　

　
（
6
時

間
2
7
分

3
0
秒

）

短
時

間
 →

 短
時

間
最

大
7
7
時

間
3
0
分

7
7
時

間
3
0
分

1
5
5
時

間

３
日

勤
務

　
２

０
日

×
（
（
7
7
時

間
3
0
分

÷
４

週
）
÷

３
日

）
　

　
＝

 　
2
0
×

((
(7

7
×

6
0
)+

3
0
)÷

4
)÷

3
)　

＝
　

2
0
✕

3
8
7
.5

　
＝

　
7
,7

5
0
分

　
＝

　
1
2
9
時

間
1
0
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
1
6
2
.5

2
0
6
時

間
4
0
分

(1
2
,4

0
0
分

)

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
3
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
3
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
3
 ＝

　
3
8
7
.5

分
　

　
　

　
　

　
　

　
（
6
時

間
2
7
分

3
0
秒

）

1
2
,4

0
0
分

÷
3
8
7
.5

分
＝

　
3
2
日

４
日

勤
務

　
２

０
日

×
（
（
7
7
時

間
3
0
分

÷
４

週
）
÷

４
日

）
　

　
＝

 　
2
0
×

((
(7

7
×

6
0
)+

3
0
)÷

4
)÷

4
)　

＝
　

2
0
✕

2
9
0
.6

2
5
　

≒
　

5
,8

1
3
分

　
＝

　
9
6
時

間
5
3
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
1
6
2
.5

　
　

　
　

　
　

　
　

　
※

 秒
単

位
の

端
数

は
繰

り
上

げ

1
7
4
時

間
2
3
分

(1
0
,4

6
3
分

)

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
4
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
4
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
4
 ＝

　
2
9
0
.6

2
5
分

　
　

　
　

　
　

　
（
4
時

間
5
0
分

3
7
.5

秒
）

1
0
,4

6
3
分

÷
2
9
0
.6

3
分

＝
　

3
6
日

５
日

勤
務

　
２

０
日

×
（
（
7
7
時

間
3
0
分

÷
４

週
）
÷

５
日

）
　

　
＝

 　
2
0
×

((
(7

7
×

6
0
)+

3
0
)÷

4
)÷

5
)　

＝
　

2
0
✕

2
3
2
.5

　
＝

　
4
,6

5
0
分

　
＝

　
7
7
時

間
3
0
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
1
6
2
.5

1
5
5
時

間
(9

,3
0
0
分

)

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
5
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
5
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
5
 ＝

　
2
3
2
.5

分
　

　
　

　
　

　
　

（
3
時

間
5
2
分

3
0
秒

）

9
,3

0
0
分

÷
2
3
2
.5

分
＝

　
4
0
日

３
日

勤
務

　
１

ヶ
月

の
勤

務
時

間
÷

１
日

の
平

均
勤

務
時

間
　

＝
　

7
7
時

間
3
0
分

÷
3
8
7
.5

分
　

＝
　

１
２

日
  

 　
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

　
　

 　
4
,6

5
0
分

　 　
　

　
※

　
繰

り
越

し
が

7
7
時

間
3
0
分

に
満

た
な

い
と

き
は

、
１

日
未

満
の

端
数

は
四

捨
五

入
す

る

３
２

日

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
3
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
3
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
3
 ＝

　
3
8
7
.5

分
　

　
　

　
　

　
　

　
（
6
時

間
2
7
分

3
0
秒

）

４
日

勤
務

　
１

ヶ
月

の
勤

務
時

間
÷

１
日

の
平

均
勤

務
時

間
　

＝
　

7
7
時

間
3
0
分

÷
2
9
0
.6

2
5
分

　
＝

　
１

６
日

  
  

  
　

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

　
　

　
4
,6

5
0
分

　 　
　

　
※

　
繰

り
越

し
が

7
7
時

間
3
0
分

に
満

た
な

い
と

き
は

、
１

日
未

満
の

端
数

は
四

捨
五

入
す

る

３
６

日

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
4
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
4
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
4
 ＝

　
2
9
0
.6

2
5
分

　
　

　
　

　
　

　
（
4
時

間
5
0
分

3
7
.5

秒
）

５
日

勤
務

　
１

ヶ
月

の
勤

務
時

間
÷

１
日

の
平

均
勤

務
時

間
　

＝
　

7
7
時

間
3
0
分

÷
2
3
2
.5

分
　

＝
　

２
０

日
 　

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 　
　

　
4
,6

5
0
分

　
　

　
※

　
繰

り
越

し
が

7
7
時

間
3
0
分

に
満

た
な

い
と

き
は

、
１

日
未

満
の

端
数

は
四

捨
五

入
す

る

４
０

日

(１
ヶ

月
の

勤
務

時
間

÷
4
週

)÷
5
日

　
＝

(7
7
時

間
3
0
分

÷
4
週

)÷
5
日

　
＝

1
,1

6
2
.5

÷
5
 ＝

　
2
3
2
.5

分
　

　
　

　
　

　
　

（
3
時

間
5
2
分

3
0
秒

）

再 任 用 【 ２ 年 目 以 降 】

 フ
ル

タ
イ

ム
 →

 短
時

間
最

大

２
０

日
7
7
時

間
3
0
分

短
時

間
 →

 フ
ル

タ
イ

ム

7
7
時

間
3
0
分

以
上

（
7
7
時

間
3
0
分

未
満

の
時

で
も

同
じ

計
算

で
日

に
換

算
す

る
）

※
 秒

単
位

の
端

数
は

繰
り

上
げ

２
０

日

　
【
短

時
間

勤
務

者
の

年
休

の
付

与
（
繰

り
越

し
）
】

再
任

用
の

採
用

形
態

再 任 用 【 １ 年 目 】

退
職

 →
 短

時
間

最
大

２
０

日

7
7
時

間
3
0
分

◆
職

員
の

勤
務

時
間

、
休

暇
等

に
関

す
る

規
則

第
六

条
の

二
第

一
項

（
不

斉
一

型
短

時
間

勤
務

職
員

）

◆
職

員
の

勤
務

時
間

、
休

暇
等

に
関

す
る

規
則

第
七

条
の

二

※
退

職
以

前
の

勤
務

が
継

続
し

て
い

た
と

み
な

し
、

年
休

が
繰

り
越

さ
れ

る
根

拠

10



週
３

日
勤

務
(表

)
(表

)

年
次

休
暇

年
次

休
暇

療
養

休
暇

療
養

休
暇

特
別

休
暇

特
別

休
暇

看
護

休
暇

看
護

休
暇

(

◆
　

短
時

間
勤

務
　

「出
勤

簿
」
　

記
入

例
　

　
　
　

　
　

　
　

　
※

　
初

任
者

指
導

の
例

【
勤

務
日

】

 
 

水
（

１
日

）
・

 
木

（
半

日
）

隔
週

【
勤

務
日

】

 
 

火
（

１
日

）
・

 
木

（
半

日
）

隔
週

年
次

休
暇

前
年

度
繰

越
日

・
時

間
・

分
０

 日
  

１
２

９
 時

間
 

１
０

 分
勤

続

年
数

再
任

用
(ハ

ー
フ

)

 
 

 
１

 
年

目
逆

 
井

 
藤

 
子

本
年

度
予

定
０

 日
 

 
７

７
 時

間
 

３
０

 分
本

年
度

予
定

０
 日

 
 

７
７

 時
間

 
３

０
 分

教
諭

氏 名

７
 

 
月

０
 日

  
１

２
９

 時
間

 
１

０
 分

勤
続

年
数

再
任

用
(ハ

ー
フ

)

 
 

 
１

 
年

目

職 名

職 名
教

諭
氏 名

逆
 

井
 

藤
 

子

年
次

休
暇

前
年

度
繰

越
日

・
時

間
・

分

７
 

 
月

８
 

 
月

９
 

 
月

1
16

✓
土

日
チ

ー
バ

小

８
 

 
月

９
 

 
月

 
 

 
 

 
 

 
月

 
別

日
 

別
４

 
 

月
５

 
 

月
６

 
 

月
 

 
 

 
 

 
 

月
 

別

日
 

別
４

 
 

月
５

 
 

月
６

 
 

月

2
17

土
日

✓

日
✓

✓
出

張
日

✓
日

✓
1

16
土

3
18

土
日

憲
 

法

記
念

日
チ

ー
バ

小
チ

ー
バ

小

✓
土

2
17

土
日

チ
ー

バ
小

土

日
憲

 
法

記
念

日
土

日
チ

ー
バ

小
特

休

特
休

(チ
ー
バ
小
)

特
休

✓

 
✓

✓
土

土

4
19

日
み

ど
り

の
 

日
✓

✓
✓

土
日

✓
土

3
18

土

土
日

5
20

チ
ー

バ
小

こ
ど

も

の
 

日
チ

ー
バ

小
土

土
日

 
日

4
19

日
み

ど
り

の
 

日
土

日

日
敬

 
老

の
 

日

6
21

チ
ー

バ
小

✓
チ

ー
バ

小
日

✓
土

日
✓

敬
 

老

の
 

日
5

20
✓

こ
ど

も

の
 

日
日

チ
ー

バ
小

✓
 

チ
ー

バ
小

✓
土

✓
日

海
の

日
土

日
チ

ー
バ

小

土
✓

7
22

✓
出

張
チ

ー
バ

小
土

日
 

✓
チ

ー
バ

小
6

21
✓

日
✓

8
23

チ
ー

バ
小

土
日

チ
ー

バ
小

土
✓

海
の

日
土

✓
7

22
✓

チ
ー

バ
小

✓
秋

 
分

の
 

日

9
24

土
日

✓

日
✓

ス
ポ

ー
ツ

の
 

日
日

秋
 

分

の
 

日
8

23
✓

土
✓

年
休

(１
)

療
休

ス
ポ

ー
ツ

の
 

日

土
日

✓
（
週
休
）

療
休

土
休

 
日

チ
ー

バ
小

チ
ー

バ
小

日
✓

日
(チ
ー
バ
小
)

特
休

✓

✓
✓

10
25

土
日

チ
ー

バ
小

✓

土
休

 
日

9
24

土

11
26

日
チ

ー
バ

小
✓

✓
土

日
特

休
土

10
25

土
日

土
療

休

土
日

12
27

チ
ー

バ
小

✓
年

休
３

．
５

０
土

土
日

日
11

26
日

✓
土

日
療

休

✓
日

（
週
休
）

療
休

チ
ー

バ
小

(チ
ー
バ
小
)

年
休

３
．

５
５

日

✓
特

休
チ

ー
バ

小
土

特
休

土

日

13
28

チ
ー

バ
小

✓
✓

日

土
日

✓
年

休
３

．
５

５
12

27

土
✓

14
29

✓
昭

 
和

の
 

日
土

日
療

休
チ

ー
バ

小
13

28
✓

(チ
ー
バ
小
)

療
休

✓

15
30

✓
 

土
日

(チ
ー
バ
小
)

年
休

７
．

４
５

土
✓

特
休

土
✓

14
29

昭
 

和

の
 

日
チ

ー
バ

小
✓

(チ
ー
バ
小
)

特
休

 
土

✓
チ

ー
バ

小
日

✓
年

休
(6

)

日
土

日
チ

ー
バ

小

土
チ

ー
バ

小
31

日
年

休
７

．
４

５
✓

日
✓

15
30

✓
勤

務
す

べ
き

日
数

６
 

 
６

５
 

 
５

７
 

 
７

６
 

 
６

６
 

 
７

８
 

 
５

土
31

5

出
勤

日
数

６
 

 
６

４
 

 
５

７
 

 
６

４
 

 
５

４
 

 
３

８
 

 
５

出
勤

日
数

6

勤
務

す
べ

き
日

数
6

5
7

6
7

5
6

5
3

5

出
張

日
数

1
1

休 暇 日 ・ 時 間 ・ 分

月
計

 
 

 
 

累
計

日
・

時
間

・
分

 
 

 
 

 
 

 
・

 
・

 
０

・
３

・
５

０

   
 

 
  ０

・
３

・
５

０

 
０

・
８

・
４

５

   
 

  ０
・

１
２

・
３

５

 
・

 
・

   
 

  ０
・

１
２

・
３

５

 
０

・
３

・
５

５

   
 

  ０
・

１
６

・
３

０

出
張

日
数

 
・

 
・

   
 

   
０

・
７

・
４

５

 
０

・
３

・
５

５

   
 

  ０
・

１
１

・
４

０

 
・

 
・

   
 

  ０
・

１
１

・
４

０

０
・

６
・

０

   
 

  ０
・

２
２

・
３

０
休 暇 日 ・ 時 間 ・ 分

月
計

 
 

 
 

累
計

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
１

・
０

・
０

   
 

   
 

１
・

０
・

０

 
２

・
０

・
０

   
 

   
 

３
・

０
・

０

月
計

 
 

 
 

累
計

日
・

時
間

・
分

 
 

 
 

 
 

 
・

 
・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
０

・
７

・
４

５

   
 

   
０

・
７

・
４

５
月

計

 
 

 
 

累
計

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
１

・
０

・
０

   
 

   
 

１
・

０
・

０

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

     
 

   
 

１
・

０
・

０

     
 

   
 

１
・

０
・

０
月

計

 
 

 
 

累
計

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
２

・
０

・
０

   
 

   
 

２
・

０
・

０

 
４

・
０

・
０

   
 

   
 

６
・

０
・

０

 
・

 
・

   
 

   
 

６
・

０
・

０

 
・

 
・

   
 

   
 

３
・

０
・

０

月
計

 
 

 
 

累
計

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
６

・
０

・
０

   
 

   
 

６
・

０
・

０

     
 

   
 

６
・

０
・

０

     
 

   
 

６
・

０
・

０
月

計

 
 

 
 

累
計

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

研
修

日
・

時
間

・
分

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

研
修

日
・

時
間

・
分

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

月
計

 
 

 
 

累
計

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

  
 

 
 

・
 

 
・

欠
勤

日
・

時
間

・
分

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

欠
勤

日
・

時
間

・
分

  
 

 
 

・
 

 
・

職
免

日
・

時
間

・
分

（
研

修
日

を
除

く
）

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

職
免

日
・

時
間

・
分

（
研

修
日

を
除

く
）

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

育
休

日
・

時
間

・
分

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

育
休

日
・

時
間

・
分

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

  
 

 
 

・
 

 
・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

 
・

 
・

   
 

 
 

 
 

・
 

・

前
年

度
末

に
定

年
退

職
で

、
年

休
残

日
数

が
２

０
日

だ
っ
た

人
の

例

（
年

休
は

時
間

単
位

に
換

算
さ

れ
る

（
Ｐ

1
0
参

照
）

※
繰

り
越

し
2
0
日

、
週

３
日

勤
務

の
場

合

初
任

者
研

修
に

関
す

る
「
出

張
」

は
命

令
可

能

（
Ｐ

６
参

照
）

兼
務

校
の

勤
務

は
、

「
エ

ン
ピ

ツ
書

き
」
で

書
き

入
れ

る

本
務

校
分

は
「
左

側
」
に

ペ
ン

書
き

兼
務

校
分

は
「
右

側
」
に

エ
ン

ピ
ツ

書
き

累
計

に
は

「
兼

務
校

」
分

も

含
め

て
記

入
す

る

兼
務

校
は

、
毎

月
末

に
本

務
校

へ

出
勤

簿
・
服

務
整

理
簿

の
写

し
を

送
付

す
る

（
原

本
証

明
不

要
）

※
年

度
末

に
、
原

本
証

明
し

た

写
し

を
送

付
す

る

勤
務

が
「
半

日
の

日
」
で

も

特
休

は
「１

日
」
と

し
て

カ
ウ

ン
ト

す
る

（
本

人
が

損
を

し
な

い
よ

う
に

、
取

得

前
に

ア
ド

バ
イ

ス
を

し
ま

し
ょ
う

）

本
務

校
兼

務
校

年
休

を
丸

１
日

取
得

し

た
と

き
は

、
そ

の
日

の

勤
務

時
間

数
を

記
入

「
本

務
校

」
は

「兼
務

校
」
か

ら

届
い

た
「
出

勤
簿

の
写

し
」
を

元
に

「
兼

務
校

の
勤

務
日

」
の

部
分

に

エ
ン

ピ
ツ

書
き

で
「
兼

務
校

名
」・

年
休

等
の

「
休

暇
」
を

入
れ

る

「
出

張
」や

「
学

校
行

事
」
等

の
関

係
で

、

年
度

初
め

に
設

定
し

た
勤

務
日

を
変

更
す

る
こ

と
は

可
能

だ
が

、
週

の
勤

務

時
間

数
を

超
え

な
い

よ
う

に
十

分
注

意
す

る

引
き

続
く

療
養

休
暇

は
週

休
日

を
含

む
（
週

休
日

が
わ

か
る

よ

う
に

し
て

お
く

）

一
日

の
う

ち
、

一
部

を

休
ん

だ
場

合
の

年
休

は

時
間

単
位
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足

首
捻

挫
の

た
め

✔

月
　

　
日

✔
  
８

.２
９

８
月

 
２

９
日

０
.３

.０

  
  
  
  
　

　
０

.３
.０

療
養

休
暇

✔
  
１

０
.１

１
０
月

 
 
１
日

０
.６

.０

  
  
  
  
　

１
.２

.３
５

療
養

休
暇

　
　
発

熱
の

た
め

✔

月
　

　
日

月
　

　
日

月
　

　
日

月
　

　
日

月
　

　
日

月
　

　
日

月
　

　
日

月
　

　
日

✔

✔
  
１

０
.１

１
０
月

２
～

６
日

５
.０

.０

  
  
  
  
　

６
.２

.３
５

療
養

休
暇

　
　
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
た

め
✔

月
　

　
日

✔
  
８

.２
５

８
月

 
２

６
・
２

７
日

２
.０

.０

  
  
  
  
　

　
５

.３
.０

特
別

休
暇

　
　
忌

引
き

　
　
（
８

月
２

５
日

 祖
父

死
亡

の
た

め
）

月
　

　
日

 
・

 
・

 
   

 
 ・

 
・

月
　

　
日

月
　

　
日

８
月

 
２

５
日

0
.３

.０

  
  
  
  
　

　
３

.３
.０

特
別

休
暇

　
　
忌

引
き

　
　
（
８

月
２

５
日

 祖
父

死
亡

の
た

め
）

✔
月

　
　

日
 

・
 

・

 
   

 
 ・

 
・

✔
  
８

.２
５

月
　

　
日

 
・

 
・

 
   

 
 ・

 
・

月
　

　
日

 
・

 
・

 
   

 
 ・

 
・

月
　

　
日

 
・

 
・

 
   

 
 ・

 
・

✔

月
　

　
日

 
・

 
・

 
   

 
 ・

 
・

✔
  
７

.2
０

✔
  
７

.2
０

８
月

 
 
９
日

１
.０

.０

  
  
  
  
  

　
２

.０
.０

特
別

休
暇

夏
季

休
暇

８
月

 
１

０
日

１
.０

.０

  
  
  
  
  

　
３

.０
.０

特
別

休
暇

夏
季

休
暇

✔

✔
  
７

.１
０

７
月

 
１

０
日

0
.３

.０

  
  
  
  
0
.１

４
.３

５
年

次
休

暇
✔✔

決 　 裁

届
出

月
日

７
月

 
２

９
日

  
７

.2
０

届
　

　
　

出
　

　
　

事
　

　
　

項

日
・
時
間
・
分

0
.3

.5
5

  
  
  
  
  

  
0
.3

.5
5

特
別

休
暇

夏
季

休
暇

✔

✔
  
６

.１
４

６
月

 
１

５
日

0
.７

.４
5

  
  
  
  
0
.１

１
.３

５
年

次
休

暇
特

別
休

暇
夏

季
休

暇
✔

✔
  
７

.2
０

８
月

 
 
１
日

0
.3

.5
5

  
  
  
  
  

　
１

.０
.０

✔
  
5
.2

6
５
月

 
２

７
日

日
・
時
間
・
分

0
.3

.5
0

  
  
  
  
０

．
３

．
５

０
年

次
休

暇
✔

✔

取
扱

者
印

月
　

　
日

日
・

時
間

・
分

休
暇

等
の

種
別

理
　

　
　

　
由

月
　

　
日

日
・

時
間

・
分

休
暇

等
の

種
別

理
　

　
　

　
由

届
　

　
　

出
　

　
　

事
　

　
　

項
取 扱 者

決 裁 印

届
出

月
日

日
計

　
　

　
　

　
累

計
日

計
　

　
　

　
　

累
計

年
次

休
暇

前
年

度
繰

越
日

時
間

分
（

　
０
日

 
１

２
９
時

間
 
１

０
分

）
氏
 
名

逆
　

井
　

藤
　

子
年

次
休

暇
前

年
度

繰
越

日
時

間
分

（
　

０
日

 
１

２
９
時

間
 
１

０
分

）
氏
 
名

逆
　

井
　

藤
　

子

◆
　

短
時

間
勤

務
 「

服
務

整
理

簿
」
 記

入
例

　
　
　

服
　

　
務

　
　

整
　

　
理

　
　

簿
　

（
年

休
）

　
　
　

　
服

　
　

務
　

　
整

　
　

理
　

　
簿

　
（

特
休

・
療

休
）

職
教

諭
職

教
諭

短
時

間
勤

務
職

員
が

、
一

日
年

休
を

取
得

す
る

と
き

は

勤
務

の
割

振
り

時
間

で
取

得
（
累

計
も

日
に

換
算

し
な

い
）

一
日

の
う

ち
、
一

部
の

時
間

を
取

得
す

る
と

き
は

、
１

時
間

単
位

で
取

得
で

き
る

定
年

退
職

か
ら

引
き

続
き

再
任

用
短

時
間

職
員

に
な

る
場

合
は

、

最
大

で
２

０
日

×
1
日

の
平

均
勤

務
時

間
数

の
繰

り
越

し
が

で
き

る

（
週

３
日

勤
務

の
場

合
は

、
０

日
１

２
９

時
間

１
０

分
）

半
日

勤
務

日
で

も
、

夏
季

休
暇

を
取

得
す

る
場

合
は

、

「１
日

」
と

し
て

カ
ウ

ン
ト

す
る

た
め

注
意

が
必

要
!!

→
本

人
が

損
を

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

声
を

掛
け

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ
う

Ｒ
４

．
９

．
２

６
付

け
柏

教
職

第
３

３
３

号
及

び
Ｒ

５
．

３
．

２
１

付
け

事
務

連
絡

（補
足

説
明

）
に

よ
り

兼
務

校
で

は
、
兼

務
校

で
取

得
し

た
分

の
服

務
整

理
簿

を
作

成

本
務

校
で

は
、
本

務
校

で
取

得
し

た
分

の
服

務
整

理
簿

を
作

成

兼
務

校
は

、
毎

月
末

に
本

務
校

へ
、
出

勤
簿

と
服

務
整

理
簿

の
写

し
を

送
付

す
る

（
原

本
証

明
不

要
）

※
年

度
末

に
、
出

勤
簿

と
服

務
整

理
簿

の
原

本
証

明
し

た
写

し
を

送
付

す
る

勤
務

時
間

が
７

時
間

４
５

分
の

日
に

、
半

日
夏

季
休

暇
を

取
得

す
る

場
合

は
、
0
.3

.5
5

半
日

（
0
.3

.5
5
）
の

夏
季

休
暇

２
回

で
１

日
と

な
る

※
勤

務
時

間
が

７
時

間
４

５
分

未
満

の
日

に
は

、
半

日
の

夏
季

休
暇

は
取

得
で

き
な

い

時
間

単
位

で
取

得
し

た
年

休
以

外
の

休
暇

を
累

計
す

る
場

合
は

、

平
均

勤
務

時
間

を
も

っ
て

１
日

と
す

る
（
不

斉
一

型
短

時
間

勤
務

職
員

の
場

合
）

※
３

日
勤

務
の

場
合

は
、

平
均

勤
務

時
間

は
６

時
間

２
５

分

（
６

時
間

２
５

分
＝

１
日

で
計

算
す

る
）

療
養

休
暇

は
、

時
間

ま
た

は
１

日
単

位
で

取
得

引
き

続
く

療
養

休
暇

は
、

週
休

日
を

含
む

（
週

休
日

は
、

土
・
日

・
勤

務
を

割
り

振
ら

れ
て

い
な

い
日

）

０
．
３
＋
０
．
６
＝
０
．
９

０
．
６
．
２
５
＝
１
日
な
の
で
、

０
．
９
＝
１
．
２
．
３
５
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本
務

校
 （

兼
務

校
な

し
）

本
務

校
 （

兼
務

校
あ

り
）

本
務

校
 （

兼
務

校
な

し
）

本
務

校
 （

兼
務

校
あ

り
）

兼
務

校

【
交

通
機

関
】

利
用

者

常
勤

者
と

同
じ

※
　

6
か

月
定

期
代

を
支

給

　
　

【
毎

月
支

給
】
 ※

 合
算

額
を

支
給

　
1
ヶ

月
分

定
期

代
（
６

ヶ
月

定
期

代
÷

６
）

　
 o

r 
回

数
乗

車
券

代
（
通

勤
所

要
回

数
分

）
　

を
比

較
し

て
、

　
よ

り
低

廉
な

価
額

と
な

る
　

方
を

支
給

額
と

す
る

　
　

【
回

数
乗

車
券

で
の

計
算

式
】
＝

　
　

 （
【
片

道
運

賃
】
✕

２
）
✕

（
【
曜

日
ご

と
　

　
 の

年
間

所
要

日
数

】
÷

１
２

ヶ
月

）
×

　
　

 ✕
１

０
／

１
１

　
　

　
　

　
　

【
毎

月
支

給
】

　
1
ヶ

月
分

定
期

代
（
６

ヶ
月

定
期

代
÷

６
）

　
 o

r 
回

数
乗

車
券

代
（
通

勤
所

要
回

数
分

）
　

を
比

較
し

て
、

よ
り

低
廉

な
価

額
と

な
る

　
方

を
支

給
額

と
す

る

　
【
通

勤
手

当
額

】
＝

　
（
【
片

道
運

賃
】
✕

２
）
 ✕

  
  

  
  

　
☆

　
（
【
平

均
１

ヶ
月

当
た

り
の

通
勤

所
要

回
数

】
　

 １
３

日
）
 ✕

 １
０

／
１

１

　
　

【
毎

月
支

給
】
 ※

 合
算

額
を

支
給

　
1
ヶ

月
分

定
期

代
（
６

ヶ
月

定
期

代
÷

６
）

　
o
r回

数
乗

車
券

代
（
通

勤
所

要
回

数
分

）
　

を
比

較
し

て
、

よ
り

低
廉

な
価

額
と

な
る

　
方

を
支

給
額

と
す

る

　
　

【
回

数
乗

車
券

で
の

計
算

式
】
＝

　
　

 （
【
片

道
運

賃
】
✕

２
）
✕

（
【
曜

日
ご

と
　

　
 の

年
間

所
要

日
数

】
÷

１
２

ヶ
月

）
×

　
　

 ✕
１

０
／

１
１

　
　

【
毎

月
支

給
】

　
1
ヶ

月
分

定
期

代
（
６

ヶ
月

定
期

代
÷

６
）

　
o
r回

数
乗

車
券

代
（
通

勤
所

要
回

数
分

）
　

を
比

較
し

て
、

よ
り

低
廉

な
価

額
と

な
る

　
方

を
支

給
額

と
す

る

　
　

【
回

数
乗

車
券

で
の

計
算

式
】
＝

　
　

 （
【
片

道
運

賃
】
✕

２
）
✕

（
【
曜

日
ご

と
　

　
 の

年
間

所
要

日
数

】
÷

１
２

ヶ
月

）
×

　
　

 ✕
１

０
／

１
１

【
交

通
用

具
】

使
用

者
常

勤
者

と
同

じ

　
　

　
【
通

勤
手

当
額

】
＝

　
　

　
（
【
通

勤
距

離
に

応
じ

た
「
通

勤
　

　
　

　
手

当
月

額
表

」
の

金
額

】
）
✕

　
　

　
（
【
曜

日
ご

と
の

年
間

所
要

日
数

】
　

　
　

÷
１

２
ヶ

月
）

常
勤

者
と

同
じ

週
３

日
勤

務
の

場
合

、
平

均
１

ヶ
月

当
た

り
の

通
勤

所
要

回
数

 ☆
 は

１
３

日
と

な
る

の
で

、
１

ヶ
月

分
の

手
当

額
を

支
給

す
る

※
 平

均
勤

務
が

１
０

日
未

満
の

場
合

は
支

給
額

が
「
１

／
２

」
と

な
る

（
通

勤
手

当
に

関
す

る
規

則
 第

８
条

の
２

）

　
　

　
【
通

勤
手

当
額

】
＝

　
　

　
（
【
通

勤
距

離
に

応
じ

た
「
通

勤
　

　
　

　
手

当
月

額
表

」
の

金
額

】
）
✕

　
　

　
（
【
曜

日
ご

と
の

年
間

所
要

日
数

】
　

　
　

÷
１

２
ヶ

月
）

　
　

　
【
通

勤
手

当
額

】
＝

　
　

　
（
【
通

勤
距

離
に

応
じ

た
「
通

勤
　

　
　

　
手

当
月

額
表

」
の

金
額

】
）
✕

　
　

　
（
【
曜

日
ご

と
の

年
間

所
要

日
数

】
　

　
　

÷
１

２
ヶ

月
）

常
勤

者
と

同
じ

そ
れ

ぞ
れ

の
所

属
で

【
表

面
】
を

作
成

※
　

【
裏

面
】
は

本
務

校
が

記
入

す
る

　
→

　
本

務
校

の
校

長
が

認
定

す
る

【
交

通
機

関
】
利

用
者

の
裏

面
に

は
定

期
代

（
１

・
３

・
６

箇
月

）
も

記
入

す
る

常
勤

者
と

同
じ

そ
れ

ぞ
れ

の
所

属
で

【
表

面
】
を

作
成

※
　

【
裏

面
】
は

本
務

校
が

記
入

す
る

　
→

　
本

務
校

の
校

長
が

認
定

す
る

【
交

通
機

関
】
利

用
者

の
裏

面
に

は
定

期
代

（
１

・
３

・
６

箇
月

）
も

記
入

す
る

そ
れ

ぞ
れ

の
所

属
で

【
表

面
】
を

作
成

※
　

【
裏

面
】
は

本
務

校
が

記
入

す
る

　
→

　
本

務
校

の
校

長
が

認
定

す
る

【
交

通
機

関
】
利

用
者

の
裏

面
に

は
定

期
代

（
１

・
３

・
６

箇
月

）
も

記
入

す
る

常
勤

者
と

同
じ

本
務

校
で

入
力

す
る

「
併

任
に

よ
る

特
例

」
欄

に
入

力
す

る

【
交

通
機

関
】
利

用
区

間
に

よ
っ

て
は

兼
務

校
分

と
併

せ
て

定
期

券
代

を
支

給
す

る
こ

と
も

あ
る

　
【交

通
用

具
】
利

用
者

　
　

→
　

常
勤

者
と

同
様

に
入

力
す

る

　
【
交

通
機

関
】
利

用
者

 　
　

→
　

①
「
交

通
区

分
」
に

チ
ェ

ッ
ク

　
 　

　
　

②
「
運

賃
相

当
額

」
に

入
力

　
※

　
定

期
代

の
方

が
安

く
な

る
と

き
に

は
　

　
　

「
定

期
代

」
画

面
に

入
力

す
る

本
務

校
で

入
力

す
る

「
併

任
に

よ
る

特
例

」
欄

に
入

力
す

る
兼

務
校

で
は

入
力

し
な

い

３
.通

勤
手

当
※

　
兼

務
職

員
は

、
本

務
校

、
兼

務
校

 の
両

方
に

通
勤

届
を

提
出

し
ま

す
!!

　
◆

再
任

用
職

員
の

 通
勤

手
当

確
認

事
項

再
任

用
　

【
短

時
間

勤
務

】

支 給 金 額

通
勤

届

新
給

与
シ

ス
テ

ム

勤
務

形
態

再
任

用
　

【
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

】

記
入

例
①

参
照

（
P

1
７

・P
1
８

）
記

入
例

③
参

照
（P

２
１

・
P

２
２

）
記

入
例

④
参

照
（P

２
３

・
P

２
４

）

記
入

例
⑥

参
照

（
P

２
７

・
P
２

８
）

記
入

例
⑤

参
照

（
P

２
５

・P
２

６
）

記
入

例
②

参
照

（P
１

９
・
P

２
０

）

R
3.
10
.1
よ
り
、
回
数
券
の
販
売
が
な
い

場
合
に
は
、
「
回
数
券
」
認
定
か
ら

「
Ｉ
Ｃ
運
賃
」
認
定
に
変
更
と
な
っ
た

（
片
道
Ｉ
Ｃ
運
賃
×
勤
務
日
数
×
2

☆
《
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
等

の
平

均
１

ヶ
月

当
た

り
の

通
勤

所
要

日
数

》
＝

週
の

勤
務

日
数

✕
５

２
週

÷
１

２
月

（
端

数
切

り
捨

て
）
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所
属
名

職
員

氏
名

学
校

別
勤

務
回

数
算

出
所
属
コ
ー
ド

職
員

コ
ー

ド

年
間

月
平

均
出

勤
回

数

月
火

水
木

金
土

　
出

勤
回

数
年

間
出

勤
回

数
÷

1
2

46
50

4
8

4
9

49
4
8

2
5

7
3

6
5
0

2
4

7
4

6
0

0
１

カ
月

に
１

５
万

円
を

超
え

る
場

合
は

計
0

5
0

4
8

4
9

0
0

1
4
7

1
2

　
　

課
税

対
象

が
発

生
し

ま
す

。

片
道

運
賃

定
期

券
回

数
券

等
有

無
平

均
月

の
バ

ス
は

IC
運

賃
６

カ
月

分
の

金
額

「
な

し
」
を

選
択

出
勤

回
数

12
0

0
0

0
12

0
0

0
0

12
0

0
0

0
12

0
0

0
0

12
0

0
0

0
12

0
0

0
0

6
0

0
0

0
6

0
0

0
0

6
0

0
0

0
6

0
0

0
0

6
0

0
0

0
6

0
0

0
0

東
武

鉄
道

運
河

増
尾

1
3
.9

2
6
0

5
5
,4

6
0

6
回

数
券

　
　

　
2
,8

3
6

0
2
,8

3
6

9
,2

4
3

6
0

0
0

0
6

0
0

0
0

東
武

鉄
道

運
河

逆
井

1
4
.8

2
6
0

5
5
,8

9
0

6
回

数
券

　
　

　
2
,8

3
6

0
2
,8

3
6

9
,3

1
5

6
0

0
0

0
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

距
離

平
均

14
.4

↑
↑

　
　

計
5
,6

7
3

↑
↑

　
　

切
り

捨
て

5
,6

7
2

0
毎

月
支

給
額

↑
　

　
　

↑
４

・
１

０
月

に
定

期
代

の
対

象
と

な
る

額
　

実
際

の
支

給
は

、
辞

令
期

間
に

応
じ

て
　

　
１

＋
６

カ
月

分
や

、
　

　
３

＋
１

＋
１

カ
月

分
と

な
り

ま
す

。

定
期

券
が

無
い

場
合

、
回

数
券

等
が

無
い

場
合

の
み

９
９

９
,９

９
９

を
入

力
「
な

し
」
を

入
力

　
　

カ
シ

ワ
ニ

小
チ

ー
バ

小
 共

通
区

間

カ
シ

ワ
ニ

小
 C

校
 共

通
区

間

チ
ー

バ
小

 C
校

共
通

区
間

カ
シ

ワ
ニ

小

チ
ー

バ
小

C
校

安
い

方
回

数
券

合
計

定
期

券
６

カ
月

回
数

券
で

の
金

額
定

期
券

÷
６

の
金

額

カ
シ

ワ
ニ

小
チ

ー
バ

小
 C

校
共

通
区

間

カ
シ

ワ
ニ

小
チ

ー
バ

小
C

校

鉄
道

・
バ

ス
会

社
名

区
　

　
　

間
使

用
距

離
ｋ
ｍ

◆
 本

務
校

が
作

成
・
保

管
す

る
書

類
　

　
　
※
　
兼
務
校
が
あ
る
再
任
用
職
員
が
い
る
場
合

カ
シ

ワ
ニ

小
逆

井
　

藤
子

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

学
校

名
曜

日
別

年
間

出
勤

回
数

　
　

①
 兼

務
職

員
に

係
る

通
勤

手
当

算
出

票
（
交

通
機

関
利

用
者

用
）

※
 R

5
.0

4
.1

9
 事

務
取

扱
い

よ
り

（
本

務
校

の
み

作
成

）

14



所
属
名

職
員
氏
名

の
セ
ル
に
入
力

所
属
コ
ー
ド

職
員
コ
ー
ド

月
額

月
額

勤
務
割
合
×

ｃ
の
う
ち
最
大
の
も
の

　
で
あ
っ
た
場
合
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

勤
務
割
合

通
勤
手
当

非
課
税
限
度

勤
務
割
合

通
勤
手
当
額

非
課
税
限
度
額
課
税
対
象
額

交
通
用
具
区
分
使
用
距
離

ａ
ｂ

ｃ
ａ

ｄ
＝
ｂ
×
ａ

ｅ
ｆ＝
ｄ
－
ｅ

普
通

自
動

車
等

1
4
.9
ｋ
ｍ

6
/

1
2

9
,8

0
0

7
,1

0
0

1
/
2

4
9
0
0

1
2
,9

0
0

0

普
通

自
動

車
等

1
6
.1
ｋ
ｍ

6
/

1
2

1
1
,0

2
0

1
2
,9

0
0

1
/
2

5
5
1
0

1
2
,9

0
0

0

ｋ
ｍ

/
0

0
0

0

↓
非
課
税
限
度
額

1
0
,4

1
0

1
2
,9

0
0

0

1
0
,4

1
0

１
カ
月
課
税
対
象
額
ｆ→

0

1
6
.1
ｋ
ｍ

0

勤
務
期
間

1
月
か
ら

3

４
～
１
２
月
　
勤
務
割
合
の
算
出

月
木

金
土

年
間
出
勤
回
数
月
平
均
出
勤
回
数

4
6

4
9

4
9

D
Ｅ
＝
D
÷
1
2

勤
務
割
合
（
Ｅ
/
G
）

2
5

7
3

6
6
/
1
2

2
4

7
4

6
6
/
1
2

0
0

0
/
1
2

0
4
9

0
0

1
4
7

（
G
)　

　
1
2

1
2
/
1
2

月
額

月
額

勤
務
割
合
×

ｃ
の
う
ち
最
大
の
も
の
勤
務
割
合
×

通
勤
手
当

非
課
税
限
度

勤
務
割
合

通
勤
手
当
額

非
課
税
限
度
額
課
税
対
象
額

交
通
用
具
区
分
使
用
距
離

勤
務
割
合

ｂ
ｃ

ａ
ｄ
＝
ｂ
×
ａ

ｅ
ｆ＝
ｄ
－
ｅ

普
通

自
動

車
等

1
4
.9
ｋ
ｍ

6
/

1
2

9
,8

0
0

7
,1

0
0

1
/
2

4
9
0
0

1
2
,9

0
0

0

普
通

自
動

車
等

1
6
.1
ｋ
ｍ

6
/

1
2

1
1
,0

2
0

1
2
,9

0
0

1
/
2

5
5
1
0

1
2
,9

0
0

0

ｋ
ｍ

0
/

1
2

0
0

0
0

↓
非
課
税
限
度
額

1
0
,4

1
0

1
2
,9

0
0

0

1
0
,4

1
0

１
カ
月
課
税
対
象
額
→

0

1
6
.1
ｋ
ｍ

0

勤
務
期
間

4
月
か
ら

1
2

◆
 本

務
校

が
作

成
・
保

管
す

る
書

類
　

　
　

　
※
　
兼
務
校
が
あ
る
再
任
用
職
員
が
い
る
場
合

②
 兼

務
職

員
の

通
勤

手
当

（
課

税
対

象
額

）
算

出
票

（
交

通
用

具
使

用
者

用
）

給
与
シ
ス
テ
ム
が
計
算
す
る
課
税
対
象
額
　
9
カ
月
　
ｈ
×
9
　
Ｂ

支
給
累
計
修
正
に
入
力
す
べ
き
金
額
　
１
カ
月
　
ｉ＝
ｈ
－
ｆ

交
通
用
具
合
計
額

逆
井

　
藤

子
カ

シ
ワ

ニ
小

給
与
シ
ス
テ
ム
が
計
算
す
る
課
税
対
象
額
　
3
カ
月
　
h
×
3
　
A

給
与
シ
ス
テ
ム
が
計
算
す
る
課
税
対
象
額
　
１
カ
月
　
ｈ
＝
ｄ
－
ｇ

支
給
累
計
修
正
に
入
力
す
べ
き
金
額
　
１
カ
月
　
ｉ＝
ｈ
－
ｆ

給
与
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
て
い
た
交
通
用
具
使
用
距
離
の
計

給
与
シ
ス
テ
ム
が
計
算
す
る
非
課
税
限
度
額
１
カ
月

ｇ
1
2
,9

0
0

給
与
シ
ス
テ
ム
が
計
算
す
る
課
税
対
象
額
　
１
カ
月
　
ｈ
＝
ｄ
－
ｇ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

1
カ
月
通
勤
手
当
d
→

交
通
用
具
合
計
額

1
2
,9

0
0

月
ま
で

9
カ

月

勤
務
校

給
与
シ
ス
テ
ム
が
計
算
す
る
非
課
税
限
度
額
１
カ
月

ｇ

４
～
１
２
月

C D

4
8

4
8

5
0

5
0

4
8

3
カ
月

月
ま
で 火 5
0

給
与
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
べ
き
交
通
用
具
使
用
距
離
の
計

交
通
機
関
・
交
通
用
具
併
用
者
の
場
合
、
交
通
機
関
分
の
通
勤
手
当
月
額
　
→

C D

勤
務
校

前
年
度
１
～
３
月
に
も
兼
務
で
交
通
用
具
使
用
者

勤
務
校

A B

交
通
機
関
・
交
通
用
具
併
用
者
の
場
合
、
交
通
機
関
分
の
通
勤
手
当
月
額
　
→

1
カ
月
通
勤
手
当
ｄ
→

水

※
 R

5
.0

4
.1

9
 事

務
取

扱
い

よ
り

（
本

務
校

の
み

作
成

）
最

長
の

通
勤

距
離

か
ら

算
出

す
る

端
数

切
り

捨
て

令
和

３
年

度
の

曜
日

ご
と

の
日

数
※

週
休

日
（
土

・
日

）
を

除
く
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別
添
２
－
２

所
属

名

所
属
コ
ー
ド

片
道

1ヵ
月
定
期

3ヵ
月
定
期

6ヵ
月
定
期

運
河

～
逆

井
２

６
０

円
1
0
,3

5
0
円

2
9
,5

0
0
円

5
5
,8

9
0
円

～ ～ ～ ～

ｋ
ｍ

認
定
経
路
に
つ
い
て
、
記
載
の
と
お
り
確
認
し
ま
し
た
。

ｋ
ｍ

ｋ
ｍ

学
校
　
校
⾧

㊞

※
 
交

通
用

具
利

用
者

は
、

通
勤

経
路

、
認

定
経

路
、

距
離

が
記

載
さ

れ
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と

①
 兼

務
校

認
定

経
路

確
認

票

◆
 兼

務
校

が
作

成
・
提

出
す

る
書

類
　

　
　
※
 
通
勤
届
（
原
本
）
と
併
せ
て
本
務
校
へ
提
出
し
ま
す

備
考

（
割
引
の
適
用
等
記
入
）

運
賃

利
用
区
間

交
通
機
関
等
の
名
称

東
武

鉄
道

片
道

ＩＣ
運

賃
　

2
5
1
円

通
勤
方
法

職
員

氏
名

職
員
コ
ー
ド

チ
ー

バ
小

交
通
用
具

チ
ー

バ
小

○
○

　
○

○

交
通
機
関

普
通
自
動
車
等

1
6
.1

使
用

距
離

兼
務
校
→
本
務
校
へ

逆
井

　
藤

子

１
９

○
○

○
○

○
○

自
転

車

原
動
機
付
自
転
車
等

４
９

○
○

○

R
2.
2.
10
事
務
取
扱
い
資
料
よ
り

記
入
例
④
の
例

(Ｐ
23
・
Ｐ
24
)

記
入
例
⑥
の
例

(Ｐ
27
・
Ｐ
28
)

16



年 月 日提出

年 月 日

1 住居 から( 運河駅 1 . Km 分 円

2 運河 から( ) 増尾 13 . Km 分 円

3 増尾駅 から( ) 学校 0 . Km 分 円

4 から( ) . Km 分 円

5 から( ) . Km 分 円

. Km

分

円

年 月 日

月 日

順
路

1 住居 . Km 分

2 ( ) . Km 分

3 ( ) . Km 分

4 ( ) . Km 分

5 ( ) . Km 分

. Km

分

◆　「通勤届」記入例

【条例第11条第３項又は第４項の適用を受ける職員（新幹線鉄道等利用者）】

 □１　異動等に伴い、通勤が困難になったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

 □２ 単身赴任手当を受給していた職員で、配偶者と同居し通勤が困難となったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

別記様式（第三条）

まで

まで

まで

　□運賃等の負担額の変更
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 4

（届出の理由が生じた日）

通勤手当に関する規則第３条の規定により通勤の実情を届け出ます。

　記入上の注意

１ ※欄は□１にa印を付した職員のみ記入すること。

２「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転
車、
 原動機付自転車、自動車、○○線等の別を記入する。

通勤経路の略図（経路朱線）

他に利用できる交通
機関等の名称及び利
用区間等

総通勤距離

総所要時間

から( 経由)

まで

日月

まで

まで

※現公署への異動発令年月日

※異動等の直
前 の 住 居

※現住居への入居年月日

まで

まで

通勤方法の別 区 間 距 離 所 要 時 間 備 考

※異動等前の住居への入居年月日 年

新幹線鉄道等利用者の新幹線鉄道等を利用しない場合の通勤の経路及び方法等

年

通　　 勤　　 届 3 4 15

職 名

住 居

教諭

任命権者 勤務公署名

略図を記入する
通勤経路に朱線

通勤経路の略図（経路朱線）

　流山グリーンバス
　　　会館入口～江戸川台駅
　東武鉄道
　　　江戸川台～増尾

16 1

42

36,870

　記入上の注意

１ 「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転車、原動機付
 　自転車、自動車、○○線、○○新幹線等の別を記入する。

２ 「乗車券等の種類」欄には、６箇月定期、10枚綴回数券、優待乗車券等
 　の別を記入する。

３ 「左欄の乗車券等の額」欄には、６箇月定期の額、10枚綴回数券の額等
 　乗車券等に応ずる額を記入する。

４ 「備考」欄には、定期券を持たない理由、回数券の片道及び月間の使用
 　枚数等を記入する。

５ 往路と帰路とが異なる場合は、「備考」欄にその旨と理由を記入する。

６ 通勤の実情の一部に変更がある場合は、変更内容に関係のない事項の記
　入を省略することができる。

千葉県教育委員会
様

の 種 類

流山市西浅井○－○○－○

備 考
順
路 の 別

区 間

届出の理由〈該当する□にa印を付する。〉
　新規（異動等に伴う通勤経路又は方法の変更の場合）
　□住居の変更

通 勤 方 法
距 離 所 要 時 間

乗 車 券 等

他に利用でき
る交通機関等
の名称及び利
用区間等

回数券

総通勤距離
２Km未満の
場合交通機
関等を利用
する理由

総 通 勤 距 離

総 所 要 時 間

 ６箇月間の運賃等の
 負担額

まで

4

9

8

17

19

徒歩

東武鉄道

徒歩

経由)

所 在 地

柏市立カシワニ小学校

柏市カシワニ○○－○○

6

氏 名

まで

3

260

逆井　藤子　　㊞

　□通勤経路又は方法の変更

左欄の乗車

券 等 の 額

1

月1３日勤務
＠260×2×1３日×10/11

カシワニ小学校

受付印
Ｒ３．４．１５

① 短時間勤務 【兼務なし】
（交通機関 利用者） ※ 週３日勤務

（認定時は回数券あり → 回数券なしに）

チェックを忘れずに!!

※ 表面の訂正は 本人印 で訂正

（新様式では押印不要）

交通機関利用の場合は

この欄も記入を

週３日間勤務（火・水・木）

回数券使用（片道運賃260円）

新様式では
押印は不要
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年 月 日

1 円 円 円 円

2 円 円 円 円

3 円 円 円 円

4 円 円 円 円

5 円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 円 円 円 円

.　 円 円 円 円

円 円 円 円

.

円 円 円 円

.

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

年 4

年 円

年 10

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

職

Km)

Km)

交

通

機

関

等

利

用

者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
１
号

順
路

支給対象期間の運賃等の額の

自
転
車
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
２
号

自転車等の額
（イ及びロの額）

自転車等の使用距離に応じた普通自動車等（自転車
及び原動機付自転車等を併せて使用する場合にあっ
ては、原動機付自転車等）の額（ハただし書の額）

原動機付自転車等の額

普通自動車等の額

(使用距離

(使用距離

算出基礎

運河～増尾

校長
私印

3 4 15 受理確認及び決定欄（提出者は記入しないこと）

回数券

定期券回
数券その
他の別 ３箇月

氏名校長令和3年4月15日
学　校　名

校長名　　

条例第11条及び同条に基づく通勤手当に関する規則の規程に従い、
上記の通り確認し決定する。

　条例第11条第2項第1号
　□条例第11条第2項第2号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　□条例第11条第2項第3号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　　規則第9条
　　□第1号 □第2号 □第3号
　□条例第11条第3項
　□条例第11条第4項

合計額（ハの額）

自転車の額

　

条例第11条第1項 該当・非該当

該　当（□規則第５条）
□非該当
　理由：

手当の額の決定

６箇月１箇月

東武鉄道

第８条第１項第２号による額

算出の基礎となる交通機関等

交通機関
等の名称

利用区間

１箇月当たりの計

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

支給対象
期間又は
１箇月の
運賃等の
額

運賃改正等による支給対象期
間又は１箇月の運賃等の額

３年１０月１日

改正

　年　月　日

改正

　年　月　日

改正

6,145.45

6,145

6,145 ６箇月当たりの計

6,145.45
 IC
 6,526

6,526

(使用距離 　

36,870

自転車等の使用距離

Km)

Km

　

円

Km

円円円

円円円
支給対象期間の自転車等の額

（規則第９条の額）

合計額

円
自転車等の使用距離

新
幹
線
鉄
道
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
３
項
又
は
第
４
項

算出の基礎となる交通機関等
運賃改正等による支給対象期
間の特別料金等の額

併
用
者

条例第１１条
第２項第３号

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

他の別

支給対象期間の特
別料金等の額の算
出基礎

　年　月　日　年　月　日

改正 改正 改正

支給対象
期間の特
別料金等
の額

　年　月　日

定期券回数券その

総額の２分の１に相当する額

交通機関
等の名称

利用区間

支給対象期間の特別料金等の額の総額

円 円 円

決

定

事

項

支給の始期等
通勤手当の額

定期券等の額 左記以外

円

円

任命権者の確認欄備 考

支給
月から

月まで

3

0

円

6,526 円

（その額が２万円に支給対象期間の月数を乗じた額を超えるときは、当該額）

6,526 円

円6,145

6,145 円

円

円

円

円

円

円

0

3 月から
支給

月まで

月から
支給

支給
月まで

月まで

月から

月から
支給

月まで

支給
月まで

月から

確 認

年 月 日

R3.4.1　短時間勤務
　　　 (月・火・水）　月1３日
 ＠260円×2回×1３日
×10/11=6,145.45

認定額の改定

職氏名印

3.10.7
校長　　　校長
○○○○私印

取
扱
者
認
印

教頭 主任

教頭
私印

事務
私印

※ 裏面の訂正は 校長印 で訂正

（新様式では押印不要）

R3.9.30で
回数券終了
日付は朱書

(3年10月1日)

回数券から「IC」または「定期」に変わるため、
どちらか分かるように鉛筆書きしておく

【支給の始期】 １０月から （事実発生日は１０月１日）

【運賃改正】 「認定額の改定」 は黒文字で記入

【確認年月日】 「事実発生日」から１５日以内の日付で確認を行う

【職氏名印】 所属長の「職名」「氏名」「押印（私印）」

片道ＩＣ運賃✕２回×勤務日数

＝２５１円✕２回✕１3日＝6，526

① 短時間勤務 【兼務なし】
（交通機関 利用者） ※ 週３日勤務

（認定時は回数券あり → 回数券なしに）

新様式では 認定権者押印 及び
「取扱者認印」欄はなくなった

新様式では
押印は不要
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年 月 日提出

年 月 日

1 住居 から( 学校 6 . Km 分 円

2 から( ) . Km 分 円

3 から( ) . Km 分 円

4 から( ) . Km 分 円

5 から( ) . Km 分 円

. Km

分

円

年 月 日

月 日

順
路

1 住居 . Km 分

2 ( ) . Km 分

3 ( ) . Km 分

4 ( ) . Km 分

5 ( ) . Km 分

. Km

分

別記様式（第三条）

通　　 勤　　 届 3 4 15

任命権者
千葉県教育委員会

様

勤務公署名 柏市立カシワニ小学校
所 在 地 柏市カシワニ○○－○○

職 名 教諭 氏 名 逆井　藤子　　㊞
住 居 流山市西浅井○－○○－○
通勤手当に関する規則第３条の規定により通勤の実情を届け出ます。

届出の理由〈該当する□にa印を付する。〉
　新規（異動等に伴う通勤経路又は方法の変更の場合）
　□住居の変更
　□通勤経路又は方法の変更
　□運賃等の負担額の変更 （届出の理由が生じた日）
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 3 4 1
順
路

通 勤 方 法
区 間 距 離 所 要 時 間

乗 車 券 等 左欄の乗車
備 考

の 別 の 種 類 券 等 の 額

自家用車 経由) まで 7 15

まで

まで

まで

総 通 勤 距 離 6

まで

7

総 所 要 時 間 15
 ６箇月間の運賃等の
 負担額

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

他に利用でき
る交通機関等
の名称及び利
用区間等

【東武鉄道】　運河 ～ 増尾

総通勤距離
２Km未満の
場合交通機
関等を利用
する理由

略図を記入する
通勤経路に朱線

１ 「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転車、原動機付
 　自転車、自動車、○○線、○○新幹線等の別を記入する。

２ 「乗車券等の種類」欄には、６箇月定期、10枚綴回数券、優待乗車券等
 　の別を記入する。

３ 「左欄の乗車券等の額」欄には、６箇月定期の額、10枚綴回数券の額等
 　乗車券等に応ずる額を記入する。

４ 「備考」欄には、定期券を持たない理由、回数券の片道及び月間の使用
 　枚数等を記入する。

５ 往路と帰路とが異なる場合は、「備考」欄にその旨と理由を記入する。

６ 通勤の実情の一部に変更がある場合は、変更内容に関係のない事項の記
　入を省略することができる。

【条例第11条第３項又は第４項の適用を受ける職員（新幹線鉄道等利用者）】

 □１　異動等に伴い、通勤が困難になったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

 □２ 単身赴任手当を受給していた職員で、配偶者と同居し通勤が困難となったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

※現公署への異動発令年月日 月 日 ※異動等前の住居への入居年月日 年

※異動等の直
前 の 住 居

※現住居への入居年月日 年

新幹線鉄道等利用者の新幹線鉄道等を利用しない場合の通勤の経路及び方法等

通勤方法の別 区 間 距 離 所 要 時 間 備 考

から( 経由) まで

まで

まで

まで

まで

他に利用できる交通
機関等の名称及び利
用区間等

総通勤距離

総所要時間

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

１ ※欄は□１にa印を付した職員のみ記入すること。

２「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転
車、
 原動機付自転車、自動車、○○線等の別を記入する。

令和３年４月1５日 免許証・車検証の現物確認済 印

チェックを忘れずに!!

認定時に確認＆記入を

交通機関を利用した場合の経路を記入する。
※ 該当なしの場合も 「なし」 と記入する

カシワニ小学校

受付印
Ｒ３．４．１５

② 短時間勤務 【兼務なし】
（交通用具 使用者） ※ 週３日勤務

新様式では
押印は不要

※ 表面の訂正は 本人印 で訂正

（新様式では押印不要）
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年 月 日

1 円 円 円 円

2 円 円 円 円

3 円 円 円 円

4 円 円 円 円

5 円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 7 円 円 円 円

円 円 円 円

.

円 円 円 円

.

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

年 4

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

職

確認及び決定欄（提出者は記入しないこと） 3 4 15 受理

交

通

機

関

等

利

用

者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
１
号

順
路

算出の基礎となる交通機関等
定期券回
数券その
他の別

支給対象期間の運賃等の額の

交通機関
利用区間 １箇月 ３箇月 ６箇月

　年　月　日 　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正 改正 改正

支給対象
期間又は
１箇月の
運賃等の
額

運賃改正等による支給対象期
算出基礎 間又は１箇月の運賃等の額

第８条第１項第２号による額 １箇月当たりの計 ６箇月当たりの計

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

自
転
車
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
２
号

自転車等の額
（イ及びロの額）

自転車の額 (使用距離 Km)

原動機付自転車等の額 (使用距離 Km)

合計額（ハの額） 5,060

普通自動車等の額 (使用距離 6 Km)

自転車等の使用距離
円 円

5,060

支給対象期間の自転車等の額 自転車等の使用距離

円 円
Km

自転車等の使用距離に応じた普通自動車等（自転車
及び原動機付自転車等を併せて使用する場合にあっ
ては、原動機付自転車等）の額（ハただし書の額）

円
併
用
者

条例第１１条
第２項第３号

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

円
（規則第９条の額） Km

円 円

合計額

新
幹
線
鉄
道
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
３
項
又
は
第
４
項

算出の基礎となる交通機関等
定期券回数券その

支給対象期間の特
別料金等の額の算
出基礎

支給対象
期間の特
別料金等
の額

運賃改正等による支給対象期
間の特別料金等の額

交通機関
利用区間

他の別 　年　月　日　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正 改正 改正

支給対象期間の特別料金等の額の総額

総額の２分の１に相当する額
円 円 円 円

（その額が２万円に支給対象期間の月数を乗じた額を超えるときは、当該額）

決

定

事

項

条例第11条第1項 該当・非該当
支給の始期等

通勤手当の額
備 考 任命権者の確認欄

該　当（□規則第５条）
□非該当
　理由：

定期券等の額 左記以外

3 月から
支給

5,060 円 R3.4.1　短時間勤務
　　　(月・火・水）　月12日

確 認
職氏名印

月まで 0 5,060 円 年 月 日

手当の額の決定 月から
支給

円

　□条例第11条第2項第1号
　条例第11条第2項第2号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　□条例第11条第2項第3号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　　規則第9条
　　□第1号 □第2号 □第3号
　□条例第11条第3項
　□条例第11条第4項

月まで 円

月まで 円

月から
支給

円

円

月まで 円

月から
支給

月まで 円

月から
支給

円

円

月まで 円

月から
支給

取
扱
者
認
印

教頭 主任

教頭
私印

事務
私印

校長
私印学　校　名

令和3年4月15日 校長 氏名 校長名　　

条例第11条及び同条に基づく通勤手当に関する規則の規程に従い、
上記の通り確認し決定する。

交通用具利用者は、１ヶ月の１０日以上

の通勤所要日数があれば、正規職員と
同じ手当額が支給される

② 短時間勤務 【兼務なし】
（交通用具 使用者） ※ 週３日勤務

新様式では 認定権者押印 及び
「取扱者認印」欄はなくなった

※ 裏面の訂正は 校長印 で訂正

（新様式では押印不要）
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年 月 日提出

年 月 日

1 住居 から( 運河駅 1 . Km 分 円

2 運河 から( ) 増尾 13 . Km 分 円

3 増尾駅 から( ) 学校 0 . Km 分 円

4 から( ) . Km 分 円

5 から( ) . Km 分 円

. Km

分

円

年 月 日

月 日

順
路

1 住居 . Km 分

2 ( ) . Km 分

3 ( ) . Km 分

4 ( ) . Km 分

5 ( ) . Km 分

. Km

分

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

１ ※欄は□１にa印を付した職員のみ記入すること。

２「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転
車、
 原動機付自転車、自動車、○○線等の別を記入する。

他に利用できる交通
機関等の名称及び利
用区間等

総通勤距離

総所要時間

まで

まで

まで

まで

から( 経由) まで

新幹線鉄道等利用者の新幹線鉄道等を利用しない場合の通勤の経路及び方法等

通勤方法の別 区 間 距 離 所 要 時 間 備 考

年

※異動等の直
前 の 住 居

※現住居への入居年月日 年

【条例第11条第３項又は第４項の適用を受ける職員（新幹線鉄道等利用者）】

 □１　異動等に伴い、通勤が困難になったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

 □２ 単身赴任手当を受給していた職員で、配偶者と同居し通勤が困難となったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

※現公署への異動発令年月日 月 日 ※異動等前の住居への入居年月日

略図を記入する
通勤経路に朱線

１ 「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転車、原動機付
 　自転車、自動車、○○線、○○新幹線等の別を記入する。

２ 「乗車券等の種類」欄には、６箇月定期、10枚綴回数券、優待乗車券等
 　の別を記入する。

３ 「左欄の乗車券等の額」欄には、６箇月定期の額、10枚綴回数券の額等
 　乗車券等に応ずる額を記入する。

４ 「備考」欄には、定期券を持たない理由、回数券の片道及び月間の使用
 　枚数等を記入する。

５ 往路と帰路とが異なる場合は、「備考」欄にその旨と理由を記入する。

６ 通勤の実情の一部に変更がある場合は、変更内容に関係のない事項の記
　入を省略することができる。

1

総 所 要 時 間 42
 ６箇月間の運賃等の
 負担額 17,016

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

他に利用でき
る交通機関等
の名称及び利
用区間等

　流山グリーンバス
　　　会館入口～江戸川台駅
　東武鉄道
　　　江戸川台～増尾

総通勤距離
２Km未満の
場合交通機
関等を利用
する理由

総 通 勤 距 離 16

まで

まで

260
月６日勤務
＠260×2×６日×10/11

徒歩 まで 8 6

17

東武鉄道 まで 9 19 回数券

左欄の乗車
備 考

の 別 の 種 類 券 等 の 額

徒歩 経由) まで 4

　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 3 4 1
順
路

通 勤 方 法
区 間 距 離 所 要 時 間

乗 車 券 等

通勤手当に関する規則第３条の規定により通勤の実情を届け出ます。

届出の理由〈該当する□にa印を付する。〉
　新規（異動等に伴う通勤経路又は方法の変更の場合）
　□住居の変更
　□通勤経路又は方法の変更
　□運賃等の負担額の変更 （届出の理由が生じた日）

職 名 教諭 氏 名 逆井　藤子　　㊞
住 居 流山市西浅井○－○○－○

任命権者
千葉県教育委員会

様

勤務公署名 柏市立カシワニ小学校
所 在 地 柏市カシワニ○○－○○

別記様式（第三条）

通　　 勤　　 届 3 4 15

カシワニ小学校

受付印
Ｒ３．４．１５

チェックを忘れずに!!

交通機関利用の場合は

この欄も記入を

週３日間勤務（水・木）

回数券使用（片道運賃260円）

③ 短時間勤務 【本務校】 ※兼務あり

（交通機関 利用者） ※ 週３日勤務

（認定時は回数券あり → 回数券なしに）

【本務校での事務処理】 ※ R2.2.10 事務取扱資料より

◆職員から提出された「通勤届」に、受付印を押印。

◆職員から提出された「通勤届」（本務校分）と、兼務校から届いた「通勤届」

（兼務校分）に、それぞれの裏面処理を行う。

◆兼務校分の「決定事項欄」は「兼務校分の支給額」を記載し、「本務校校長の

認定印」を押印する。

◆本務校分の「決定事項欄」には、「本務校分のみの支給額」、「兼務校分のみの

支給額」、「本務・兼務を合算した支給額」をそれぞれ記載する。

本務校校長が認定する。

◆給与システムへの入力、支給を「本務校」で行う。

◆事後確認を「本務校」で行う。

※ 通勤方法に応じて、下記の算出表を作成する（本務校）

①「兼務職員に係る通勤手当算出表（交通機関利用者用）」 （Ｐ１４）

②「兼務職員の通勤手当（課税対象額）算出票（交通用具使用者用）」 （Ｐ１５）

新様式では
押印は不要

※ 表面の訂正は 本人印 で訂正

（新様式では押印不要）
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年 月 日

1 円 円 円 円

2 円 円 円 円

3 円 円 円 円

4 円 円 円 円

5 円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 円 円 円 円

.　 円 円 円 円

円 円 円 円

.

円 円 円 円

.

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

年 4

年 円

年 4

年 円

年 4

年 円

年 10

年 円

年 10

年 円

年 10

年 円

職

学　校　名
令和3年4月15日 校長 氏名 校長名　　

取
扱
者
認
印

教頭 主任
条例第11条及び同条に基づく通勤手当に関する規則の規程に従い、
上記の通り確認し決定する。 校長

私印
教頭
私印

事務
私印

校長　　　校長
○○○○私印月まで 0 6,024 円

3 月から
支給

合算額 6,024 円

認定額の改定 3.10.7
3,012 円

認定額の改定 3.10.7

校長　　　校長
○○○○私印月まで 0 3,012 円

3 月から
支給

兼務校

校長　　　校長
○○○○私印月まで 0 3,012 円

3 月から
支給

本務校 3,012 円

本務校分＋兼務校分
＝2,836＋2,836
＝5,672円

5,672 円

認定額の改定 3.10.7

月まで 0 5,672 円

3 月から
支給

合算額

円  (火・木） 月６日勤務
 ＠260円×2回×６日
×10/11=2,836.36　条例第11条第2項第1号

　□条例第11条第2項第2号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　□条例第11条第2項第3号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　　規則第9条
　　□第1号 □第2号 □第3号
　□条例第11条第3項
　□条例第11条第4項

月まで 0 2,836 円

手当の額の決定 3 月から
支給

兼務校 2,836

 (水・木） 月６日勤務
 ＠260円×2回×６日
×10/11=2,836.36

確 認
職氏名印

月まで 0 2,836 円 年月日

任命権者の確認欄
該　当（□規則第５条）
□非該当
　理由：

定期券等の額 左記以外

3 月から
支給

本務校 2,836 円

円 円
（その額が２万円に支給対象期間の月数を乗じた額を超えるときは、当該額）

決

定

事

項

条例第11条第1項 該当・非該当
支給の始期等

通勤手当の額
備 考

総額の２分の１に相当する額
円 円

支給対象期間の特別料金等の額の総額

改正 改正

運賃改正等による支給対象期
間の特別料金等の額

交通機関
利用区間

他の別 　年　月　日　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正

新
幹
線
鉄
道
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
３
項
又
は
第
４
項

算出の基礎となる交通機関等
定期券回数券その

支給対象期間の特
別料金等の額の算
出基礎

支給対象
期間の特
別料金等
の額

合計額

円
（規則第９条の額） Km

円 円 円
併
用
者

条例第１１条
第２項第３号

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

支給対象期間の自転車等の額 自転車等の使用距離

円 円
Km

自転車等の使用距離に応じた普通自動車等（自転車
及び原動機付自転車等を併せて使用する場合にあっ
ては、原動機付自転車等）の額（ハただし書の額）

自転車等の使用距離
円 円

　

合計額（ハの額） 　

普通自動車等の額 (使用距離 　 Km)

原動機付自転車等の額 (使用距離 Km)自
転
車
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
２
号

自転車等の額
（イ及びロの額）

自転車の額 (使用距離 Km)

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額） 2,836 3,012

第８条第１項第２号による額 １箇月当たりの計 2,836 ６箇月当たりの計 17,016

2,836.36
 IC
3,012

　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正 改正 改正

支給対象
期間又は
１箇月の
運賃等の
額

運賃改正等による支給対象期
算出基礎 間又は１箇月の運賃等の額

交通機関
利用区間 １箇月 ３箇月 ６箇月

３年１０月１日

交

通

機

関

等

利

用

者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
１
号

順
路

算出の基礎となる交通機関等
定期券回
数券その
他の別

支給対象期間の運賃等の額の

東武鉄道 運河～増尾 回数券 2,836.36

確認及び決定欄（提出者は記入しないこと） 3 4 15 受理

R3.9.30で
回数券終了
日付は朱書

(3年10月1日)

回数券から「IC」または「定期」に変わるため、
どちらか分かるように鉛筆書きしておく

【支給の始期】 １０月から （事実発生日は１０月１日）

【運賃改正】 「認定額の改定」 は黒文字で記入

【確認年月日】 「事実発生日」から１５日以内の日付で確認を行う

【職氏名印】 所属長の「職名」「氏名」「押印（私印）」

③ 短時間勤務 【本務校】 ※兼務あり

（交通機関 利用者） ※ 週３日勤務

（認定時は回数券あり → 回数券なしに）

新様式では 認定権者押印 及び
「取扱者認印」欄はなくなった

※ 裏面の訂正は 校長印 で訂正

（新様式では押印不要）

新様式では
押印は不要
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年 月 日提出

年 月 日

1 住居 から( 運河駅 1 . Km 分 円

2 運河 から( ) 逆井 14 . Km 分 円

3 逆井駅 から( ) 学校 1 . Km 分 円

4 から( ) . Km 分 円

5 から( ) . Km 分 円

. Km

分

円

年 月 日

月 日

順
路

1 住居 . Km 分

2 ( ) . Km 分

3 ( ) . Km 分

4 ( ) . Km 分

5 ( ) . Km 分

. Km

分

別記様式（第三条）

通　　 勤　　 届 3 4 5

任命権者
千葉県教育委員会

様

勤務公署名 柏市立チーバ小学校
所 在 地 柏市チーバ○○○番地の○

職 名 教諭 氏 名 逆井　藤子　　㊞
住 居 流山市西浅井○－○○－○
通勤手当に関する規則第３条の規定により通勤の実情を届け出ます。

届出の理由〈該当する□にa印を付する。〉
　新規（異動等に伴う通勤経路又は方法の変更の場合）
　□住居の変更
　□通勤経路又は方法の変更
　□運賃等の負担額の変更 （届出の理由が生じた日）
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 3 4 1
順
路

通 勤 方 法
区 間 距 離 所 要 時 間

乗 車 券 等 左欄の乗車
備 考

の 別 の 種 類 券 等 の 額

徒歩 経由) まで 4 17

東武鉄道 まで 8 28 回数券 260
月６日勤務
＠260×2×６日×10/11

徒歩 まで 0 13

まで

総 通 勤 距 離 17

まで

2

総 所 要 時 間 58
 ６箇月間の運賃等の
 負担額 17,016

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

他に利用でき
る交通機関等
の名称及び利
用区間等

　流山グリーンバス
　　　会館入口～江戸川台駅
　東武鉄道
　　　江戸川台～逆井

総通勤距離
２Km未満の
場合交通機
関等を利用
する理由

略図を記入する
通勤経路に朱線

１ 「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転車、原動機付
 　自転車、自動車、○○線、○○新幹線等の別を記入する。

２ 「乗車券等の種類」欄には、６箇月定期、10枚綴回数券、優待乗車券等
 　の別を記入する。

３ 「左欄の乗車券等の額」欄には、６箇月定期の額、10枚綴回数券の額等
 　乗車券等に応ずる額を記入する。

４ 「備考」欄には、定期券を持たない理由、回数券の片道及び月間の使用
 　枚数等を記入する。

５ 往路と帰路とが異なる場合は、「備考」欄にその旨と理由を記入する。

６ 通勤の実情の一部に変更がある場合は、変更内容に関係のない事項の記
　入を省略することができる。

【条例第11条第３項又は第４項の適用を受ける職員（新幹線鉄道等利用者）】

 □１　異動等に伴い、通勤が困難になったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

 □２ 単身赴任手当を受給していた職員で、配偶者と同居し通勤が困難となったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

※現公署への異動発令年月日 月 日 ※異動等前の住居への入居年月日 年

※異動等の直
前 の 住 居

※現住居への入居年月日 年

新幹線鉄道等利用者の新幹線鉄道等を利用しない場合の通勤の経路及び方法等

通勤方法の別 区 間 距 離 所 要 時 間 備 考

から( 経由) まで

まで

まで

まで

まで

他に利用できる交通
機関等の名称及び利
用区間等

総通勤距離

総所要時間

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

１ ※欄は□１にa印を付した職員のみ記入すること。

２「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転
車、
 原動機付自転車、自動車、○○線等の別を記入する。

チーバ小学校

(兼務校)受付印
Ｒ３．４．５

交通機関利用の場合は

この欄も記入を

チェックを忘れずに!!

隔週２日間勤務（火・水）

回数券使用（片道運賃260円）

④ 短時間勤務 【兼務校】
（交通機関 利用者） ※ 週３日勤務

兼務校で作成する （回数券あり→回数券なし）

【兼務校での事務処理】 ※ R2.2.10 事務取扱資料より

◆職員から提出された「通勤届」に、受付印を押印。
◆表面の「職員届出通勤経路」を確認し、経済性、合理性を考慮した認定経路
を

確認する。

「兼務校 認定経路確認票」を作成する。 （Ｐ ）

◆「通勤届」（原本）と「兼務校 認定経路確認票」を本務校へ送付する。
※ 「写し」を兼務校で保管しておく

【兼務校での事務処理】 ※ R2.2.10 事務取扱資料より

◆職員から提出された「通勤届」に、受付印を押印。

◆表面の「職員届出通勤経路」を確認し、経済性、合理性を考慮した認定経路を

確認する。

◆「通勤届」（原本）と「兼務校 認定経路確認票」（別添２－２）を本務校へ送付

する。 ※ 「写し」を兼務校で保管しておく

「兼務校 認定経路確認票」（別添２－２）を作成する。 （Ｐ１６）

新様式では
押印は不要

※ 表面の訂正は 本人印 で訂正

（新様式では押印不要）
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年 月 日

1 円 円 円 円

2 円 円 円 円

3 円 円 円 円

4 円 円 円 円

5 円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 円 円 円 円

.　 円 円 円 円

円 円 円 円

.

円 円 円 円

.

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

年 4

年 円

年 10

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

職

確認及び決定欄（提出者は記入しないこと） 3 4 15 受理

交

通

機

関

等

利

用

者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
１
号

順
路

算出の基礎となる交通機関等
定期券回
数券その
他の別

支給対象期間の運賃等の額の

東武鉄道 運河～逆井 回数券 2,836.36

交通機関
利用区間 １箇月 ３箇月 ６箇月

３年１０月１日 　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正 改正 改正

支給対象
期間又は
１箇月の
運賃等の
額

運賃改正等による支給対象期
算出基礎 間又は１箇月の運賃等の額

2,836.36
 IC
 3,012

第８条第１項第２号による額 １箇月当たりの計 2,836 ６箇月当たりの計 17,016

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額） 2,836 3,012

自
転
車
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
２
号

自転車等の額
（イ及びロの額）

自転車の額 (使用距離 Km)

原動機付自転車等の額 (使用距離 Km)

合計額（ハの額） 　

普通自動車等の額 (使用距離 　 Km)

自転車等の使用距離
円 円

　

支給対象期間の自転車等の額 自転車等の使用距離

円 円
Km

自転車等の使用距離に応じた普通自動車等（自転車
及び原動機付自転車等を併せて使用する場合にあっ
ては、原動機付自転車等）の額（ハただし書の額）

円
併
用
者

条例第１１条
第２項第３号

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

円
（規則第９条の額） Km

円 円

合計額

新
幹
線
鉄
道
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
３
項
又
は
第
４
項

算出の基礎となる交通機関等
定期券回数券その

支給対象期間の特
別料金等の額の算
出基礎

支給対象
期間の特
別料金等
の額

運賃改正等による支給対象期
間の特別料金等の額

交通機関
利用区間

他の別 　年　月　日　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正 改正 改正

支給対象期間の特別料金等の額の総額

総額の２分の１に相当する額
円 円 円 円

（その額が２万円に支給対象期間の月数を乗じた額を超えるときは、当該額）

決

定

事

項

条例第11条第1項 該当・非該当
支給の始期等

通勤手当の額
備 考 任命権者の確認欄

該　当（□規則第５条）
□非該当
　理由：

定期券等の額 左記以外

3 月から
支給

2,836 円 R3.4.1　兼務校
　　(火・木） ７４日／１２＝６日
 ＠２60×2×６日×10/11
=２８３６．３６

確 認
職氏名印

月まで 0 2836 円 年月日

手当の額の決定 3 月から
支給

3,012 円
認定額の改定 3.10.7

校長　　　校長
○○○○私印　条例第11条第2項第1号

　□条例第11条第2項第2号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　□条例第11条第2項第3号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　　規則第9条
　　□第1号 □第2号 □第3号
　□条例第11条第3項
　□条例第11条第4項

月まで 0 3012 円

月まで 円

月から
支給

円

円

月まで 円

月から
支給

月まで 円

月から
支給

円

円

月まで 円

月から
支給

取
扱
者
認
印

教頭 主任

本務校
教頭
私印

本務校
事務
私印

本務校
校長
私印

令和3年4月15日 校長 氏名
本務校 学校名 本務校

      校 長 名

条例第11条及び同条に基づく通勤手当に関する規則の規程に従い、
上記の通り確認し決定する。

R3.9.30で
回数券終了

日付は朱書

(3年10月1日)

回数券から「IC」または「定期」に変わるため、
どちらか分かるように鉛筆書きしておく

【支給の始期】 １０月から （事実発生日は１０月１日）

【運賃改正】 「認定額の改定」 は黒文字で記入
【確認年月日】 「事実発生日」から１５日以内の日付で確認を行う
【職氏名印】 所属長の「職名」「氏名」「押印（私印）」

④ 短時間勤務 【兼務校】
（交通機関 利用者） ※ 週３日勤務

本務校で認定する （回数券あり→回数券なし）

251円×2回×６日=3,012円

新様式では 認定権者押印 及び
「取扱者認印」欄はなくなった

本務校の受理日

本務校の認定日

※ 裏面の訂正は 校長印 で訂正

（新様式では押印不要）

新様式では
押印は不要
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年 月 日提出

年 月 日

1 住居 から( 学校 14 . Km 分 円

2 から( ) . Km 分 円

3 から( ) . Km 分 円

4 から( ) . Km 分 円

5 から( ) . Km 分 円

. Km

分

円

年 月 日

月 日

順
路

1 住居 . Km 分

2 ( ) . Km 分

3 ( ) . Km 分

4 ( ) . Km 分

5 ( ) . Km 分

. Km

分

通勤経路の略図（経路朱線）

総所要時間

まで

他に利用できる交通
機関等の名称及び利
用区間等

日

１ ※欄は□１にa印を付した職員のみ記入すること。

２「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転
車、
 原動機付自転車、自動車、○○線等の別を記入する。

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

※異動等前の住居への入居年月日

※異動等の直
前 の 住 居

※現公署への異動発令年月日

※現住居への入居年月日

月

まで

新幹線鉄道等利用者の新幹線鉄道等を利用しない場合の通勤の経路及び方法等

通勤方法の別

年

経由)

距 離

まで

まで

所 要 時 間 備 考

まで

区 間

から(

年

総通勤距離

【条例第11条第３項又は第４項の適用を受ける職員（新幹線鉄道等利用者）】

 □１　異動等に伴い、通勤が困難になったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

 □２ 単身赴任手当を受給していた職員で、配偶者と同居し通勤が困難となったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

略図を記入する
通勤経路に朱線

１ 「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転車、原動機付
 　自転車、自動車、○○線、○○新幹線等の別を記入する。

２ 「乗車券等の種類」欄には、６箇月定期、10枚綴回数券、優待乗車券等
 　の別を記入する。

３ 「左欄の乗車券等の額」欄には、６箇月定期の額、10枚綴回数券の額等
 　乗車券等に応ずる額を記入する。

４ 「備考」欄には、定期券を持たない理由、回数券の片道及び月間の使用
 　枚数等を記入する。

５ 往路と帰路とが異なる場合は、「備考」欄にその旨と理由を記入する。

６ 通勤の実情の一部に変更がある場合は、変更内容に関係のない事項の記
　入を省略することができる。

9

総 所 要 時 間 40
 ６箇月間の運賃等の
 負担額

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

他に利用でき
る交通機関等
の名称及び利
用区間等

【東武鉄道】　運河 ～ 増尾

総通勤距離
２Km未満の
場合交通機
関等を利用
する理由

　 総 通 勤 距 離 14

まで

まで

まで

40

まで

左欄の乗車
備 考

の 別 の 種 類 券 等 の 額

自家用車 経由) まで 9

　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 3 4 1
順
路

通 勤 方 法
区 間 距 離 所 要 時 間

乗 車 券 等

通勤手当に関する規則第３条の規定により通勤の実情を届け出ます。

届出の理由〈該当する□にa印を付する。〉
　新規（異動等に伴う通勤経路又は方法の変更の場合）
　□住居の変更
　□通勤経路又は方法の変更
　□運賃等の負担額の変更 （届出の理由が生じた日）

職 名 教諭 氏 名 逆井　藤子　　㊞
住 居 流山市西浅井○－○○－○

任命権者
千葉県教育委員会

様

勤務公署名 柏市立カシワニ小学校
所 在 地 柏市カシワニ○○－○○

別記様式（第三条）

通　　 勤　　 届 3 4 15

カシワニ小学校
受付印

Ｒ３．４．15

令和３年４月1５日 免許証・車検証の現物確認済 印

チェックを忘れずに!!

認定時に確認・記入

交通機関を利用した場合の経路を記入する。
※ 該当なしの場合も 「なし」 と記入する

⑤ 短時間勤務 【本務校】 ※兼務あり

（交通用具 使用者） ※ 週３日勤務

【本務校での事務処理】 ※ R2.2.10 事務取扱資料より

◆職員から提出された「通勤届」に、受付印を押印。

◆職員から提出された「通勤届」（本務校分）と、兼務校から届いた「通勤届」

（兼務校分）に、それぞれの裏面処理を行う。

◆兼務校分の「決定事項欄」は「兼務校分の支給額」を記載し、「本務校校長の

認定印」を押印する。
◆本務校分の「決定事項欄」には、「本務校分のみの支給額」、「兼務校分のみの

支給額」、「本務・兼務を合算した支給額」をそれぞれ記載する。

本務校校長が認定する。

◆給与システムへの入力、支給を「本務校」で行う。
◆事後確認を「本務校」で行う。

※ 通勤方法に応じて、下記の算出表を作成する（本務校）

①「兼務職員に係る通勤手当算出表（交通機関利用者用）」 （Ｐ１４）

②「兼務職員の通勤手当（課税対象額）算出票（交通用具使用者用）」 （Ｐ１５）

新様式では
押印は不要

※ 表面の訂正は 本人印 で訂正

（新様式では押印不要）
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年 月 日

1 円 円 円 円

2 円 円 円 円

3 円 円 円 円

4 円 円 円 円

5 円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 9 円 円 円 円

円 円 円 円

.

円 円 円 円

.

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

年 4

年 円

年 4

年 円

年 4

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

職

本務校 学校名 本務校
      校 長 名令和3年4月15日 校長 氏名

取
扱
者
認
印

教頭 主任
条例第11条及び同条に基づく通勤手当に関する規則の規程に従い、
上記の通り確認し決定する。 本務校

校長
私印

本務校
教頭
私印

本務校
事務
私印

月まで 円

月から
支給

円

円

月まで 円

月から
支給

月まで 円

月から
支給

円

本務校分＋兼務校分
＝4,900＋5,510
＝10,410円

10,410 円

月まで 0 10,410 円

3 月から
支給

合算額

円
  (火・木） ７４日／１２＝６日
 11,020円×6/12= 5,510円　□条例第11条第2項第1号

　条例第11条第2項第2号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　□条例第11条第2項第3号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　　規則第9条
　　□第1号 □第2号 □第3号
　□条例第11条第3項
　□条例第11条第4項

月まで 0 5,510 円

手当の額の決定 3 月から
支給

兼務校 5,510

  (水・木） ７３日／１２＝６日
 9,800円×6/12= 4,900円

確 認
職氏名印

月まで 0 4,900 円 年月日

任命権者の確認欄
該　当（□規則第５条）
□非該当
　理由：

定期券等の額 左記以外

3 月から
支給

本務校 4,900 円

円 円
（その額が２万円に支給対象期間の月数を乗じた額を超えるときは、当該額）

決

定

事

項

条例第11条第1項 該当・非該当
支給の始期等

通勤手当の額
備 考

総額の２分の１に相当する額
円 円

支給対象期間の特別料金等の額の総額

改正 改正

運賃改正等による支給対象期
間の特別料金等の額

交通機関
利用区間

他の別 　年　月　日　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正

新
幹
線
鉄
道
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
３
項
又
は
第
４
項

算出の基礎となる交通機関等
定期券回数券その

支給対象期間の特
別料金等の額の算
出基礎

支給対象
期間の特
別料金等
の額

合計額

円
（規則第９条の額） Km

円 円 円
併
用
者

条例第１１条
第２項第３号

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

支給対象期間の自転車等の額 自転車等の使用距離

円 円
Km

自転車等の使用距離に応じた普通自動車等（自転車
及び原動機付自転車等を併せて使用する場合にあっ
ては、原動機付自転車等）の額（ハただし書の額）

自転車等の使用距離
円 円

9,800

合計額（ハの額） 9,800

普通自動車等の額 (使用距離 14 Km)

原動機付自転車等の額 (使用距離 Km)自
転
車
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
２
号

自転車等の額
（イ及びロの額）

自転車の額 (使用距離 Km)

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

第８条第１項第２号による額 １箇月当たりの計 ６箇月当たりの計

　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正 改正 改正

支給対象
期間又は
１箇月の
運賃等の
額

運賃改正等による支給対象期
算出基礎 間又は１箇月の運賃等の額

交通機関
利用区間 １箇月 ３箇月 ６箇月

　年　月　日

交

通

機

関

等

利

用

者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
１
号

順
路

算出の基礎となる交通機関等
定期券回
数券その
他の別

支給対象期間の運賃等の額の

確認及び決定欄（提出者は記入しないこと） 3 4 15 受理

⑤ 短時間勤務 【本務校】 ※兼務あり

（交通用具 使用者） ※ 週３日勤務

新様式では 認定権者押印 及び
「取扱者認印」欄はなくなった

※ 裏面の訂正は 校長印 で訂正

（新様式では押印不要）
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年 月 日提出

年 月 日

1 住居 から( 学校 16 . Km 分 円

2 から( ) . Km 分 円

3 から( ) . Km 分 円

4 から( ) . Km 分 円

5 から( ) . Km 分 円

. Km

分

円

年 月 日

月 日

順
路

1 住居 . Km 分

2 ( ) . Km 分

3 ( ) . Km 分

4 ( ) . Km 分

5 ( ) . Km 分

. Km

分

別記様式（第三条）

通　　 勤　　 届 3 4 5

任命権者
千葉県教育委員会

様

勤務公署名 柏市立チーバ小学校
所 在 地 柏市チーバ○○○番地の○

職 名 教諭 氏 名 逆井　藤子　　㊞
住 居 流山市西浅井○－○○－○
通勤手当に関する規則第３条の規定により通勤の実情を届け出ます。

届出の理由〈該当する□にa印を付する。〉
　新規（異動等に伴う通勤経路又は方法の変更の場合）
　□住居の変更
　□通勤経路又は方法の変更
　□運賃等の負担額の変更 （届出の理由が生じた日）
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 3 4 1
順
路

通 勤 方 法
区 間 距 離 所 要 時 間

乗 車 券 等 左欄の乗車
備 考

の 別 の 種 類 券 等 の 額

自家用車 経由) まで 1 45

まで

まで

まで

　 総 通 勤 距 離 16

まで

1

総 所 要 時 間 45
 ６箇月間の運賃等の
 負担額

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

他に利用でき
る交通機関等
の名称及び利
用区間等

【東武鉄道】　運河 ～ 逆井

総通勤距離
２Km未満の
場合交通機
関等を利用
する理由

略図を記入する
通勤経路に朱線

１ 「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転車、原動機付
 　自転車、自動車、○○線、○○新幹線等の別を記入する。

２ 「乗車券等の種類」欄には、６箇月定期、10枚綴回数券、優待乗車券等
 　の別を記入する。

３ 「左欄の乗車券等の額」欄には、６箇月定期の額、10枚綴回数券の額等
 　乗車券等に応ずる額を記入する。

４ 「備考」欄には、定期券を持たない理由、回数券の片道及び月間の使用
 　枚数等を記入する。

５ 往路と帰路とが異なる場合は、「備考」欄にその旨と理由を記入する。

６ 通勤の実情の一部に変更がある場合は、変更内容に関係のない事項の記
　入を省略することができる。

【条例第11条第３項又は第４項の適用を受ける職員（新幹線鉄道等利用者）】

 □１　異動等に伴い、通勤が困難になったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

 □２ 単身赴任手当を受給していた職員で、配偶者と同居し通勤が困難となったことにより新幹線鉄道等を利用することとなった職員

※現公署への異動発令年月日 月 日 ※異動等前の住居への入居年月日 年

※異動等の直
前 の 住 居

※現住居への入居年月日 年

新幹線鉄道等利用者の新幹線鉄道等を利用しない場合の通勤の経路及び方法等

通勤方法の別 区 間 距 離 所 要 時 間 備 考

から( 経由) まで

まで

まで

まで

まで

他に利用できる交通
機関等の名称及び利
用区間等

総通勤距離

総所要時間

通勤経路の略図（経路朱線） 　記入上の注意

１ ※欄は□１にa印を付した職員のみ記入すること。

２「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自転
車、
 原動機付自転車、自動車、○○線等の別を記入する。

チーバ小学校
(兼務校)受付印

Ｒ３．４．５

令和３年４月1５日 免許証・車検証の現物確認済 印

チェックを忘れずに!!

本務校で認定時に確認・記入

交通機関を利用した場合の経路を記入する。
※ 該当なしの場合も 「なし」 と記入する

⑥ 短時間勤務 【兼務校】
（交通用具 使用者） ※ 週３日勤務

（兼務校で作成する）

【兼務校での事務処理】 ※ R2.2.10 事務取扱資料より

◆職員から提出された「通勤届」に、受付印を押印。

◆表面の「職員届出通勤経路」を確認し、経済性、合理性を考慮した認定経路を

確認する。

◆「通勤届」（原本）と「兼務校 認定経路確認票」（別添２－２）を本務校へ送付

する。 ※ 「写し」を兼務校で保管しておく

「兼務校 認定経路確認票」（別添２－２）を作成する。 （Ｐ１７）

新様式では
押印は不要

※ 表面の訂正は 本人印 で訂正

（新様式では押印不要）
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年 月 日

1 円 円 円 円

2 円 円 円 円

3 円 円 円 円

4 円 円 円 円

5 円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 円 円 円 円

. 1 円 円 円 円

円 円 円 円

.

円 円 円 円

.

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

年 4

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

年

年 円

職

確認及び決定欄（提出者は記入しないこと） 3 4 15 受理

交

通

機

関

等

利

用

者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
１
号

順
路

算出の基礎となる交通機関等
定期券回
数券その
他の別

支給対象期間の運賃等の額の

交通機関
利用区間 １箇月 ３箇月 ６箇月

　年　月　日 　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正 改正 改正

支給対象
期間又は
１箇月の
運賃等の
額

運賃改正等による支給対象期
算出基礎 間又は１箇月の運賃等の額

第８条第１項第２号による額 １箇月当たりの計 ６箇月当たりの計

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

自
転
車
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
２
項
第
２
号

自転車等の額
（イ及びロの額）

自転車の額 (使用距離 Km)

原動機付自転車等の額 (使用距離 Km)

合計額（ハの額） 11,020

普通自動車等の額 (使用距離 16 Km)

自転車等の使用距離
円 円

11,020

支給対象期間の自転車等の額 自転車等の使用距離

円 円
Km

自転車等の使用距離に応じた普通自動車等（自転車
及び原動機付自転車等を併せて使用する場合にあっ
ては、原動機付自転車等）の額（ハただし書の額）

円
併
用
者

条例第１１条
第２項第３号

支給対象期間の運賃等の額の総額（規則第８条の額）

円
（規則第９条の額） Km

円 円

合計額

新
幹
線
鉄
道
等
利
用
者

条
例
第
11
条
第
３
項
又
は
第
４
項

算出の基礎となる交通機関等
定期券回数券その

支給対象期間の特
別料金等の額の算
出基礎

支給対象
期間の特
別料金等
の額

運賃改正等による支給対象期
間の特別料金等の額

交通機関
利用区間

他の別 　年　月　日　年　月　日　年　月　日

等の名称 改正 改正 改正

支給対象期間の特別料金等の額の総額

総額の２分の１に相当する額
円 円 円 円

（その額が２万円に支給対象期間の月数を乗じた額を超えるときは、当該額）

決

定

事

項

条例第11条第1項 該当・非該当
支給の始期等

通勤手当の額
備 考 任命権者の確認欄

該　当（□規則第５条）
□非該当
　理由：

定期券等の額 左記以外

3 月から
支給

5,510 円   (火・木） ７４日／１２月＝６日
 11,020円×6日/12
= 5,510円

確 認
職氏名印

月まで 0 5,510 円 年月日

手当の額の決定 月から
支給

円

　□条例第11条第2項第1号
　条例第11条第2項第2号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　□条例第11条第2項第3号
　　□規則第8条の2
　　　（通勤所要回数　回）
　　規則第9条
　　□第1号 □第2号 □第3号
　□条例第11条第3項
　□条例第11条第4項

月まで 円

月まで 円

月から
支給

円

円

月まで 円

月から
支給

月まで 円

月から
支給

円

円

月まで 円

月から
支給

取
扱
者
認
印

教頭 主任
条例第11条及び同条に基づく通勤手当に関する規則の規程に従い、
上記の通り確認し決定する。 本務校

校長
私印

本務校
教頭
私印

本務校
事務
私印

令和3年4月15日 校長 氏名
本務校 学校名 本務校

      校 長 名

⑥ 短時間勤務 【兼務校】
（交通用具 使用者） ※ 週３日勤務

（本務校で認定する）

新様式では 認定権者押印 及び
「取扱者認印」欄はなくなった

※ 裏面の訂正は 校長印 で訂正

（新様式では押印不要）

本務校は、『兼務校認定経路確認票』（P16）と

地図等を確認して記入する

使用距離に応じ

た通勤手当月額
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※　基本的に 退職時から一職下位の職の本来級に任用する。

５級 → ５級

５級

４級

５級

４級

４級

５級

４級

４級

３級

２級

２級 → ２級

２級 → ２級

５級 → ４級

４級 → ３級

５，６級 ４級

４，５級 ３級

※　給料月額は，給料表及び辞令（発令事項欄）に記載

※　短時間勤務者の給料月額は フルタイムの１／２

教職調整額 義務教育等教員特別手当 扶養手当

給料の調整額 期末・勤勉手当 住居手当

地域手当 管理職手当 初任給調整手当

通勤手当 休日勤務手当 退職手当

時間外勤務手当 夜間勤務手当

特殊勤務手当 単身赴任手当

支給されない手当

○
（共済組合加入）

×
（共済組合に加入していない）

○　再任用互助会加入者のみ

共済短期掛金

共済長期掛金（厚生）

共済長期掛金（退職）

介護保険料（掛金）

互助会掛金

フルタイム

○

○

【給料から控除されるもの】

短時間勤務

×（週20時間未満のため）

○

【諸手当】

医療職(二)
上席専門員

→

雇用保険料

住民税

支給される手当

専門員

専門員 主任技師

栄養教諭 栄養教諭

行政職
事務長 主査

主査 副主査

校長

２級 教諭

副校長

教頭

主幹教諭

教諭

→

校長

→ ４級 教頭副校長

教頭

教育職

校長 校長

校長
→ ４級 副校長

副校長

養護教諭 養護教諭

◆　給料・手当等

（主な任用例）

職区分 職・級の格付け

【級の格付け】

４　給料・手当・社会保険等

※　昇給制度は適用されない。

(令和５年４月 現在)
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医療保険

地方公務員等共済組合法

地方公務員等共済組合法
（任意継続組合員制度）

国民健康保険法

令和５年度末
（S38.4.2～
   S39.4.1）

（参考）

（生年月日）

S38.4.2～S39.4.1

S39.4.2～S40.4.1

S40.4.2～S41.4.1

S41.4.2～S42.4.1

S42.4.2～S43.4.1

60歳（R7年度末） [定年前再任用]　定年63歳（R10年度末） [暫定再任用]　65歳（R12年度末）

60歳（R8年度末） [定年前再任用]　定年64歳（R12年度末） [暫定再任用]　65歳（R13年度末）

60歳（R9年度末） [定年前再任用]　定年65歳（R14年度末） [暫定再任用なし]

（例）

※1　在職中は支給制限がかかるため、年金の一部が支給停止になる場合がある。

年度末６０歳で退職される方の場合
　・令和６年度……定年前再任用短時間勤務者として申請することができる。
　　　　　　　　　　　　暫定再任用としての希望はできない。

　・令和７年度……令和６年度末に定年退職される方と共に、６５歳に達する年度末（令和
　　　　　　　　　　　　１０年度末）が任期の末日の上限となり、令和７～１０年度までの４年間
　　　　　　　　　　　　について、暫定再任用として希望できる。

　
　60歳から定年までは定年前再任用（短時間）が希望できる。
　定年後65歳までは暫定再任用（フルタイムまたは短時間）が希望できる。

60歳（R5年度末） [定年前再任用]　定年61歳（R6年度末） [暫定再任用]　65歳（R10年度末）

60歳（R6年度末） [定年前再任用]　定年62歳（R8年度末） [暫定再任用]　65歳（R11年度末）

◆　社会保険の適用　（共済組合・国民健康保険・年金等）

再任用の上限年齢及び年金開始年齢

65歳

老齢厚生年金　（160万円程度） ※１
老齢基礎年金　（73万円程度）
年金額：令和5年度末60歳退職者が65歳で受け取れる概算額（38年間加入の場合）

◆　年金支給開始年齢と再任用上限年齢　　※令和５年度末退職者の例

年金保険

同左

　　フルタイム勤務職員で雇用期間が２か月を超える見込みがある場合は公立学校共済組合員となる。

　　短時間勤務職員は、任意継続組合員制度加入者は医療保険のみ共済組合員の適用となる。
　　（年金保険の適用はない）

　　また、フルタイム勤務職員及び社会保険制度に加入する短時間勤務職員は在職中、給与等（期末・
　　勤勉手当その他一定の手当を含む）と年金額の合計額が基準を超えると、年金の全部又は一部が
　　支給停止となる。

短時間勤務
（２分の１）

厚生年金保険法
適用なし

　　①　勤務時間が週２０時間以上
　　②　月額賃金が８．８万円以上

※　以下の条件①～③をすべて満たす場合は「公立学校共済組合の組合員」となる

勤務態様

フルタイム勤務

　　③　雇用期間が２か月を超える見込みであるとき

年度末６０歳退職
（生年月日）
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勤務態様 退職手当の支給 継続して３１日以上雇用される

フルタイム勤務者 ✕ ○

短時間勤務者 ✕ ✕

　　※　65歳までの間、失業手当を受給している期間の年金は支給停止となる

　【給与システム上の取り扱い】　　※　業務メニュー　→　基本情報　→　個人情報報告画面

雇用保険 雇用保険加入控除コード

加入対象 1

加入対象外 0

　【雇用保険料の算出方法】　　※ 「雇用保険料率」は R6.2.1 現在のもの（端数は四捨五入する）

　雇用保険料 ＝ 給料の総額 (給与額or賞与額 ※通勤手当を含む)✕6/1000 （雇用保険料率）

1 互助会加入（再任用会員）について

加入手続き

会費

給与システム

その他

2

加入手続き

会費

その他

６０歳以上 ５７０，０００円 （令和年度加入者）
会費の納入方法は、退職慰労金を充当し、不足がある場合の差額は振込となる。
　　※退職慰労金受領後に加入手続きをする場合、全額一括振込（終身会員）となる

　控除する　（フルタイム勤務者）

　控除しない　（短時間勤務者）

退職互助事業の加入について　　※ 詳細については、千葉県公立学校教職員互助会ＨＰを確認すること

月額３，０００円　（令和６年度加入者）

短期給付事業・福利事業については、一部制限がある。退職慰労金事業は対象外。
貸付事業については、特別貸付（１口５万円、２口まで）のみ適用となる。

定年退職後、加入手続きをすることとなる（任意加入）。
加入申込期限は、退職後最初の２月末まで

○

◆　雇用保険への加入について

再任用職員のうち、勤務の割り振りが 週20時間以上（フルタイム勤務）の者 は 雇用保険に加入する
こととなる。

※　前所属のデータが残ったままになっていると、不要な徴収や徴収漏れが生じて、後日、還付や
　　 追給となる場合があるので、給与システムの「雇用保険情報」を随時確認すること!!

加入した場合は、互助コード「７」　　加入していない場合は、互助コード「０」

雇用保険への加入

✕

令和６年３月３１日までに退職した者まで加入できる。
  （令和６年４月１日以降の退職者は加入できない）
退職時加入のため、再任用終了後に加入することはできない。
給付事業の詳細については『ゆとり』参照のこと。会費納入後の返金はできない。

◆　互助会加入等について

勤務態様（フルタイム勤務・短時間勤務）にかかわらず、希望者は互助会に加入できる（再任用会員）。
なお、退職互助会（退職互助事業）にも併せて加入することができる。

定年退職に伴い退会し、退職慰労金の返還請求や貸付残金の一括返済等をした上で、
改めて再任用会員として加入手続きをすることとなる。
任意加入だが、加入の有無を事務担当者に申し出る。
　　　→　「互助団体加入コード」を変更しないと自動控除が継続される
　　　　　　（還付請求が必要となってしまう）

備考

31



5　人事異動に関する手続き

◆　人事異動関係書類

転出先学校長　　　様

　　このことについて、下記のとおり書類を送付いたします。

1 原本は退職校で保管

2

3

4

5

7

8

9

10

11

12

13

14

15 コード印 個 ・ 氏名印　　　　個

【後日送付関係】

16

17

18

★令和５年度末現在雇用保険加入の場合 記載

　　　　　　　 令和　６年　　３月　３１日　　　終了　 ・ 　継続

免許状関係書類・保健関係書類等は同封しない。別封の封筒（厳重に密封）を用意すること。

　②(旧様式)給与の口座振込申出書

　③旅費の口座振込申出書

履歴書（写）

職員給与基本情報（最新）

人事カード

職　名 氏　　　　名

令和６年３月　　　日

共済組合　被扶養者一覧表

再任用互助会原票 加入 有　　・　　無

令和５年分給与所得者の基礎控除申告書 兼 給与所得者
の配偶者控除等申告書 兼 所得金額調整控除申告書（写）

令和５年分給与所得者の保険料控除申告書（写）

★下記記載　参照該当者のみ雇用保険事務連絡票(H29.11.29教東事第1063号別紙2)

通勤届（写） 兼務職員のみ

学校長

再任用職員の関係書類の送付について

書　　　　類　　　　名
送付書類は

　　　　c 組合員証等記載事項・個人口座変更申告書（所属控）

令和６年分給与所得者の扶養控除等（異動）申告書

4月処理：　無　・　認定（普・特）有　・　取消有

有　　・　　無

ゴム印

令和５年分給与所得者の(特定増改築等)住宅借入金等特
別控除申告書　兼 （特定増改築等）住宅借入金等特別控除
計算明細書(写)

※該当者のみ
　令和５年までに借り換え　有　・　無
　有の場合詳細資料を添付(引き継ぐ)
※金融機関発行の年末残高等証明書（写）添付

兼務職員の通勤手当・課税対象額算出票(写)

　　　　a 短期給付金の口座振込申出書

　①(新様式)給与等の口座振込申出書

摘　　　　　　　要
○で表示

有　　・　　無

　雇用保険料例外計算依頼書（追徴又は還付）の有無　要確認

　雇用保険に加入期間のみ雇用保険料控除の対象になるため、３月分実績手当がある場合（４月支給分）の３月実績について

令和　５　年度 フルタイム ・ ハーフ ・ 非常勤 ・ 他（　　　　  　  　） 共済・任意継続・国民健康保険・他（　     　） 有 ・ 無

【　現フルタイム再任用　⇒　ハーフ再任用　】　　　 ＊ハーフ再任用は雇用保険に加入しません　コード「０」　システム要確認

＊わかる範囲で記入してください

勤務形態○で囲む

【連絡事項等】

雇用保険加入保険の種類○で囲む

　　市立　　　　　　　　　　小 ・ 中学校 早期退職　（　　   歳） 定年退職（　　　歳）当時

再任用職員としての経歴

令和６年３月分教育業務連絡指導手当　教員特殊業務手当関係　 該当

　　　　　 年　　　 月　　 　日

退職後

該当

被扶養者
有無

（公印省略）

　　a,b,c,のいずれか

有　　・　　無

記

所　属　名
所属コード

　①または「②③④の3部セット」いずれか

該当

退職互助会

　④　 b 組合員資格取得届書(所属控)

加入状況　○×をつける

再任用互助会

令和６年３月分事務職員・栄養職員 時間外勤務手当関係

【　現フルタイム再任用　⇒　　　　　　 　　再任用　】

特別支援学級等を担任する者等に係る給料の調整額内申
書　　（該当部分の写）

※該当者のみ

6

令和５年度出勤簿（写）

再任用フルタイム勤務者 用
R6.02.21付【連協 転出職員関係書類送付状について】より
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転出先学校長　　　様

　　このことについて、下記のとおり書類を送付いたします。

1 原本は退職校で保管

2

3

5

6

7

8

9

10

11

12 コード印 個 ・ 氏名印　　　　個

【後日送付関係】

13

14

＊上記１～１４に加えて１５についても必要になります。

15

★再任用フルタイムは雇用保険に加入します。(令和２年４月より　64歳以上の免除廃止）

免許状関係書類・保健関係書類等は同封しない。別封の封筒（厳重に密封）を用意すること。

学校長

★下記記載　参照

再任用職員としての経歴

退職互助会加入保険の種類○で囲む
被扶養者

有無
雇用保険

令和５年度出勤簿（写）

令和５年分給与所得者の保険料控除申告書（写）

兼務職員の通勤手当・課税対象額算出票(写)

令和６年３月　　　日

令和６年３月分教育業務連絡指導手当　教員特殊業務手当関係　

令和　５　年度 フルタイム ・ ハーフ ・ 非常勤 ・ 他（　　　 　 　  　） 共済・任意継続・国民健康保険・他（　     　） 有 ・ 無

再任用互助会退職後 勤務形態○で囲む

【連絡事項等】

　　　　　　 年　　　 月　　 　日 　　市立　　　　　　　　　　小 ・ 中学校 早期退職　（　　   歳） 定年退職（　　　歳）当時 加入状況　○×をつける

　②(旧様式)給与の口座振込申出書

　③旅費の口座振込申出書

ゴム印

令和６年分給与所得者の扶養控除等（異動）申告書

令和５年分給与所得者の(特定増改築等)住宅借入金等特別
控除申告書　兼 （特定増改築等）住宅借入金等特別控除計
算明細書(写)

4

通勤届（写）

令和５年分給与所得者の基礎控除申告書 兼 給与所得者の
配偶者控除等申告書 兼 所得金額調整控除申告書（写）

書　　　　類　　　　名
送付書類は

○で表示

人事カード

職員給与基本情報（最新）

①(新様式)給与等の口座振込申出書

兼務職員のみ

記

【　現ハーフ再任用　⇒　　　　　　　　再任用　】

所　属　名
所属コード

職　名 氏　　　　名

　雇用保険に加入期間のみ雇用保険料控除の対象になるため、３月分実績手当がある場合（４月支給分）の３月実績について

　雇用保険料例外計算依頼書（追徴又は還付）の有無　要確認

該当 有　　・　　無

＊わかる範囲で記入してください

【　現ハーフ再任用　⇒　フルタイム再任用　】

雇用保険事務連絡票(H29.11.29教東事第1063号別紙2)

履歴書（写）

（公印省略）

＊再任用フルタイムは雇用保険に加入し、雇用保険料を控除します。　コード「１」　システム要確認。ハーフ再任用はコード「０」

摘　　　　　　　要

①または「②③の2部セット」いずれか

再任用互助会原票 加入 有　　・　　無

※該当者のみ
　令和５年までに借り換え　有　・　無
　有の場合詳細資料を添付(引き継ぐ)
※金融機関発行の年末残高等証明書（写）添付

該当 有　　・　　無

再任用職員の関係書類の送付について

再任用短時間勤務者 用
R6.02.21付【連協 転出職員関係書類送付状について】より
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